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震災と臨床宗教師
　 「こころのケア」という言葉が定着したのは阪神淡路大震災（1995年）以後であると言われています。東日本大震災
（2011年）の経験を踏まえて、宗教者がその役割を果たすことへの期待が高まり、臨床宗教師の育成が始まりました。そ
こで常に念頭に置かれてきたのは、来るべき次の震災において現場で活躍できる宗教者を育成し、宗教者が積極的に支援者
の輪に加わる気運を醸成することでした。その成果の一つとして日本臨床宗教師会が発足した矢先に起こったのが、2016
年4月14日に発生した九州地方での大地震でした。
　 今回の震災でも、九州内外の宗教者がさまざまな支援者とともに現場で汗を流す姿が報じられています。一般に、「ここ
ろのケア」が支援の中心となるのは、震災が起きてから三カ月以降の時期であるとされていますが、津波による大量の死者
が出た東日本大震災では震災直後から死者の弔いが急務であり、宗教者ならではの「こころのケア」もそこから始まりまし
た。一方、長期にわたる継続的な支援こそ宗教者が得意とする分野であるともされており、カフェ・デ・モンクの活動な
ど、震災後五年を経た現在でも傾聴による寄り添いが続けられています。
　 特定の時期、場所においてどのような支援が求められているのかを見極めるのは難しく、今回の震災においても、現地で
は日々移り変わる状況を前に、目の前でできることをこなすのが精一杯だと思われます。その中で、特に宗教者の立場から
貢献が大きい支援のあり方とは何か、徐々に見えてくることでしょう。熊本県は、奇しくも宮城県、東京都に次いで臨床宗
教師研修修了者が多い土地でした。九州臨床宗教師会では避難所をまわる傾聴移動喫茶を開始しています。過去の震災から
教訓を得て作られたネットワークが活かされたと言えるでしょう。この動きを見守りつつ長期的な視点で遠くからの支援の
あり方を模索していきたいと考えております。
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東日本大震災が機縁に
　2016年４月の熊本地震では、長期にわたって前震、
本震、余震と続き、多くの避難者が出た。宗教界の支
援活動は早くから行われているが、初期段階から宗
教・宗派を超えた連携が模索されている。その一つの
要として働いているのは、東北大学の実践宗教学寄附
講座で研修を積んだ臨床宗教師の方々だ。2016年２月
28日に日本臨床宗教師会が発足したが、それに先立っ
て各地域の臨床宗教師会が発足していた。九州臨床宗
教師会もその一つで2015年の春の段階で早くも「くま
もとカフェ・デ・モンク」が開かれていた。こうして
形成されてきたネットワークが震災の支援で積極的に
活用されている。
　 東北大学での臨床宗教師の研修は、東日本大震災が
大きな機縁となって2012年に始められた。早くから臨
床宗教師の育成の必要を説いていたのは、仙台周辺で
の在宅終末期医療に取り組んでいた故岡部健医師だ。
岡部医師は在宅終末期ケアに関わり、死に直面した人
びとの苦難に向き合う経験を積みながら、日本型のチ
ャプレン制度が不可欠だと思うようになった。自らの
医療施設にチャプレンを置くとともに、日本型チャプ
レンを「臨床宗教師」とよび、その育成という課題に
取り組むべきことを訴えた。2010年に自らがんで死期
が近いと自覚するようになり、その主張はいっそう力
強いものとなっていた。
　 2011年３月11日の地震・津波を受けて、弔いのた
めの宗教・宗派を超えた協力が始まり、宮城県宗教法
人連絡協議会がその基盤となった。地震・津波から３
週間たたずに、東北大学宗教学研究室を事務局として
「心の相談室」が立ち上がった。次第に「心のケア」
に力点がシフトしていくなかで、臨床宗教師の研修が
課題となり、東北大学に実践宗教学寄付講座が置かれ
ることになった。岡部医師の構想が具体化に向けて大
きく前進することとなった。

　 宗教者による心のケア（スピリチュアルケア）のモ
デルとなったのは、金田諦応住職（曹洞宗、栗原市）
らによるカフェ・デ・モンクだ。避難所や仮設住宅な
どでカフェを開いて、被災者への寄り添い、傾聴の活
動を行う。宗教者が宗教教義に基づく教えを説くので
はなく、被災者の苦難や悲しみを癒し分かち合う場を
生み出すことを主眼とする。「いのちの痛み」に思い
を寄せながら、ともに「いのちの恵み」に頭をたれ
る、そのような時をもとうとする。
臨床宗教師と並行する諸活動
　 東日本大震災で宗教者が寄り添い型の支援活動に取
り組む例は多かった。曹洞宗の青年会では長期にわた
って「行茶」が行われたし、高野山足湯隊はたらいの
湯に足を入れてもらいながら被災者の手をもみ、そこ
から傾聴に発展し、被災者の心をほぐしていく活動に
取り組み、地域住民の信頼を集めている。このような
活動は諸宗教・諸宗派によって取り組まれ、多様な人
材養成も行われて来た。「臨床宗教師」という言葉を
聞けば、それに対応する活動は自分たちは前々から行
っていると思う方々が多数おられるはずだ。ただ、
「宗教・宗派を超えて」ということを前面に出して活
動しているのは東北大学の臨床宗教師研修の大きな特
徴だ。多様な背景や考え方をもつ相手に寄り添うため
には、自ずからそのような姿勢が必要になるというの
が、研修の基礎にある考え方だ。
　 「臨床宗教師」の養成に先立って、実は日本スピリ
チュアルケア学会による「スピリチュアルケア師」の
養成が進められていた。この学会は2007年に立ち上げ
られており、統一基準による資格認定を制度化し、
2013年から資格の授与を始めていた。終末期の看取り
やグリーフケアなど、スピリチュアルケアに携わるこ
とを目指す人びとの学びの場が全国にいくつかある
が、それら諸機関が協力して認定資格を定めたもの
だ。上智大学グリーフケア研究所、東京看取り人プロ
ジェクト、日本スピリチュアルケアワーカー協会、臨
床スピリチュアルケア協会、高知がん患者支援推進協
議会、高野山大学別科スピリチュアルケアコースが発
足時のメンバー機関で、東北大学実践宗教学寄附講座
もそこに加わった。
　 「認定プログラム」にそってスピリチュアルケアを
学ぶこれらの機関では、医療やケア、宗教、そして死
別や悲歎に関わるさまざまな職種や立場の方々が研修
を受けてきた。2015年度までに、「認定」資格が110
名余、「専門」資格が40名余、「指導」資格が50名余
となっている。「認定」資格がもっとも取得しやすい

臨床宗教師と
日本臨床宗教師会の発足
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資格であり、「専門」、「指導」と取得条件が限定さ
れていく。「指導」資格は研修を受ける側ではなく導
く側の経験を積んできているもので、この「指導」資
格に対応する教員・指導者がいなければ、「認定」資
格の養成もできないわけである。
　 スピリチュアルケア師の目指すところと臨床宗教師
の目指すところは重なり合う部分が大きい。どちらも
スピリチュアルペイン（いのちの痛み）を抱えた人へ
の寄り添いや傾聴等を軸とするケアを行おうとする。
ただ、臨床宗教師は宗教者として信徒指導を行う資格
をすでに得ている者であることが条件となっている。
他方、現在、広がりつつある臨床宗教師養成プログラ
ムはスピリチュアルケア師の「認定」資格に比べて、
研修の時間は少ない。
臨床宗教師の認定資格に向けての課題（１）
　 東北大学実践宗教学寄付講座が先鞭をつけた臨床宗
教師の育成は、多くの仏教系大学へと拡充していきつ
つある。龍谷大学では2009年に大学院実践真宗学研究
科が開設されていたが、2014年からそこに臨床宗教師
の育成プログラムが組み込まれることになった。高野
山大学ではすでにスピリチュアルケア学科の試行の経
験があり、スピリチュアルケア講座を開いてきている
が、次第に臨床宗教師育成へと力点をシフトさせてき
ている。加えて、種智院大学、鶴見大学、武蔵野大
学、愛知学院大学、花園大学なども臨床宗教師の育成
に乗り出そうとしている。
　 だが、これらの教育・研修体制はそれぞれ多様であ
り、達成基準が共有されているわけではない。また、
東北大学の臨床宗教師研修の場合、一度、研修を受け
たからそれで十分な能力が備わったと考えているわけ
ではない。研修を継続していくことが必要であり、そ
のことによって臨床宗教師としての力を付けていくこ
とが展望されている。そしてそのことを視野に入れ
て、各地で臨床宗教師会ができている。九州臨床宗教
師会、中国地方臨床宗教師会、関西臨床宗教師会、中
部臨床宗教師会、関東臨床宗教師会、北海道・東北臨
床宗教師会である。
　日本臨床宗教師会ではこれら各大学での臨床宗教師養
成プログラムや各地の臨床宗教師会と連携しながら、将
来、統一認定資格を定めることを視野に入れている。そ
こでは、スピリチュアルケア師の統一資格のあり方が参
照されることになるだろう。だが、それをそのまま適用
すればすむというようなものではない。世界の他の地域
のチャプレン・システムを参照しながら、日本の実情に
合ったシステムが形成されていく必要がある。また、宗

教者ではない人びとが多数を占めることを想定して形成
されてきた、スピリチュアルケア師の認定資格とは前提
条件がかなり異なるからである。
臨床宗教師の認定資格に向けての課題（２）
　 ところで、臨床宗教師の育成と並行して、臨床仏教
師の育成も進められている。全国青少年教化協議会
（全青協）の臨床仏教研究所が行っているものだ。こ
ちらは２年間をかけて育成するが、その過程で多くの
研修者はふるいにかけられるシステムになっている。
2013年から15年にかけて行われた第1回の養成プログ
ラムは、第1ステップ：座学（臨床仏教公開講座）、第
２ステップ：ワークショップ、第３ステップ：実践研
修（OJT）となっており、第1ステップ修了者95名か
ら、第３ステップ修了者6名へとしぼられたことからも
分かるように、少数精鋭という考え方に立っている。
　 また、臨床仏教師の養成プログラムは「宗教を超え
る」ということを想定しておらず、仏教者を対象と
し、仏教の枠内での研修を目指している。これは台湾
の臨床仏教宗教師の育成システムから学んだところも
多い。また、2016年４月19日には、臨床仏教研究所の
主催で公開研究会「現代アメリカにおける仏教チャプ
レンシー」が行われた。アメリカ合衆国では、キリス
ト教のチャプレン養成システムから展開してきた現在
のCPE（臨床パストラル教育）とは、異なる様態の仏
教チャプレン研修が進められてきており、日本でもそ
れに学んだ新たなシステムを形成するのが望ましいと
いう考えが示唆された。
　 臨床仏教師の養成プログラムや資格認定と臨床宗教
師の養成プログラムや資格認定をどう関連づけていく
かは、今後の大きな課題の一つである。
　さらにまた、すでにそれぞれの場において、臨床宗教
師とよばれるにふさわしい活動をされてきた方々との間
で、どのような協力関係を築いていくかという課題があ
る。「自分たちこそ臨床宗教師の先駆者だ」と感じる宗
教者がおられると推測される。それらの方々の力を借
り、たくわえてきた知恵に学ぶことでこそ、今後の臨床
宗教師のよき展開が可能になるはずである。
　 最後に、医療やケアの専門家の方々、そして関連す
る分野の行政の方々、そして広く一般社会の理解を得
て、臨床宗教師が信頼に足る専門家として認知されて
いくことが望ましい。それは容易でない大きな課題で
あり、少なからぬ時間を要するだろう。すでにその過
程は始まっている。
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　 東北大学による臨床宗教師研修開始から４年を経て、龍
谷大学をはじめとする諸大学が「臨床宗教教育」に合流
し、 各地に設立された臨床宗教師会も活動を続ける中、初
の全国組織として日本臨床宗教師会(SICJ=Society for 
Interfaith Chaplaincy in Japan)が設立されました。主たる
会員となるのは現場で活動する臨床宗教師ですが、ケアの
実践にかかわる幅広い人々との連繋を視野に入れていま
す。役員にはケアに関わる諸教育機関に所属する有識者
と、各地臨床宗教師会の代表がが就任しています。日本臨
床宗教師会の設立は、公共空間でケア従事者として活動す
る宗教者に「臨床宗教師」の資格を認定し、継続教育・研
修の体制を整え、一定以上のケア能力を確保していくため
の重要な一歩となります。
（日本臨床宗教師会のウェブサイトに基本情報の掲載を開
始しました。http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/sicj/）
　 2月28日に開かれた記念シンポジウムでは、臨床宗教教
育に賛同する諸機関の代表者が集い、臨床宗教師の理念を
確認しあい、人々に寄り添う宗教者の思いを支えていくこ
とを宣言しました（本号表紙に記念写真）。臨床宗教師誕
生の契機ともなった東日本大震災から五年の節目というこ
ともあり、プログラムに先立って、震災犠牲者を悼む祈り
の時が持たれました。高木慶子シスターによる基調講演は
宗教者の使命とは何かが問いかけるものとなり、続いて、
「臨床宗教教育」に関わる各大学機関の代表者による教育
プログラムの紹介、日本臨床宗教師会の設立についての説
明が行われました。
（このシンポジウムのレポートを23-24頁に掲載しました。）

祈りを捧げる宗教者達

森清範師（清水寺貫主）によるご祝辞（左）と、懇親会での柏木
哲夫先生によるご挨拶（右）

日本臨床宗教師会設立記念シンポジウム臨床宗教教育の可能性

日時：2016年2月28日
会場：龍谷大学大宮学舎清和館３階ホール
プログラム
第1部 臨床宗教教育の可能性
 基調講演「臨床宗教師が日本で根づく教育」
    髙木慶子（上智大学グリーフケア研究所特任所長）
 各大学の臨床宗教教育の紹介
　  愛知学院大学、高野山大学、種智院大学、上智大学
　  鶴見大学、東北大学、武蔵野大学、龍谷大学
第2部 日本臨床宗教師会設立発表
日本臨床宗教師会設立にあたって
　 島薗進（会長 上智大学グリーフケア研究所長) 
日本臨床宗教師会設立の経緯
　 鈴木岩弓（理事 東北大学教授）
日本臨床宗教師会の目的 
　 谷山洋三（事務局長 東北大学准教授） 
各地域の臨床宗教師会代表者からの抱負
　 髙橋悦堂（理事 北海道・東北臨床宗教師代表） 
司会進行：鍋島直樹（理事 龍谷大学教授）

「あなたは誰？」という問いかけられたら・・・
「私はね、宗教家なのよ」と、24時間、365日答えるこ
とができなければならないのです。そのように答えるこ
とができたならば、こんなに宗教嫌いやアレルギーがあ
る社会にならなかったかも知れません。
　 日本臨床宗教師会の設立は、日本における「宗教革
新」のチャンスです。今までの宗教者は各自の宗教にこ
だわってきたのではないでしょうか。他の宗教を尊敬
し、協働する宗教のあり方こそが求められているのでは
ないでしょうか。これからは、人を呼び集める「求心
的」な活動ではなく、宗教者のほうから出向いていく、
「遠心的」な活動をするという宣言なのです。宗教家ひ
とりひとりの質を高め、宗教への信頼を取り戻すのが日
本臨床宗教師会設立の意味ではないでしょうか。

高木慶子シスター
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各大学機関によるプログラムの概要
　東北大学の臨床宗教師研修は宗教者のみを対象とする短期
研修として実施されてきましたが、受講資格の他、履修科
目、期間等について、各大学ごとに特色があらわれていま
す。これは受講者のニーズや、それぞれの機関の設立経緯や
建学の理念を反映したものとなっています。今回の参加大学
のうち、上智大学のプログラムは特に宗教者を念頭にデザイ
ンされたものではなく、また、武蔵野大学の場合は、宗教者
以外の受講者に「臨床傾聴士」を授与するとしています。
（下に一覧表）。
認定資格制度の整備に向けて
　「臨床宗教師」を、単なる自称ではない専門的資格として
社会にアピールするためには、各大学等が独自基準で研修を
行なって発行した修了証だけでは不十分であり、第三者の立
場から客観的に一定以上のケア能力を保証するための認定機
関が必要になります。この役目を果たすのが日本臨床宗教師
会であり、実習や現場経験等の時間数を十分に確保した統一
基準を満たした宗教者（研修修了者）に対して「臨床宗教
師」の認定資格を授与します。
　東北大学の研修を例にとるならば、三カ月の研修を修了す
ると、日本臨床宗教師会に入会して臨床宗教師としての活動
を行ないながら、フォローアップ研修に参加します。時間数
が基準に達した段階で日本臨床宗教師会に資格を申請し、認
定を受けることになります。基準の詳細は現在調整中です。
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認定資格 臨床宗教師  
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各地臨床宗
教師会主催 

日本臨床宗教師会　役員一覧

会長　　島薗　進（上智大学）
副会長　大下大圓（日本スピリチュアルケアワーカー協会）
　　　　金田諦應（心の相談室）
　　　　鎌田東二（京都大学）
　　　　窪寺俊之（聖学院大学）
顧問　　伊藤文雄（元・ルーテル神学校）
　　　　田中雅博（普門院診療所）
　　　　中野東禅（曹洞宗）
　　　　石井研士（國學院大學）
事務局長　　谷山洋三（東北大学）
事務局次長　鍋島直樹（龍谷大学）
理事　　乾　仁志（高野山大学）
　　　　大河内大博（上智大学）
　　　　大村哲夫（東北大学）
　　　　黒川雅代子（龍谷大学）
　　　　小西達也（武蔵野大学）　　　　
　　　　鈴木岩弓（東北大学）
　　　　篠原鋭一（自殺防止ネットワーク風）
　　　　沼口　諭（沼口医院）
　　　　引田弘道（愛知学院大学）
　　　　深川宣暢（龍谷大学）　　　
　　　　前田伸子（鶴見大学）
　　　　松本峰哲（種智院大学）
　　　　高橋悦堂（北海道・東北臨床宗教師会代表者）
　　　　遠山玄秀（関東臨床宗教師会代表者）
　　　　五辻文昭（中部臨床宗教師会代表者）
　　　　清水正彦（関西臨床宗教師会代表者）
　　　　桝野統胤（中国地方臨床宗教師会代表者）
　　　　吉尾天声（九州臨床宗教師会代表者）
監事　　柏木哲夫（淀川キリスト教病院）
　　　　高木慶子（上智大学）

設置機関 宗派等 コース等名称 研修開始 受講期間 対象者 受講者数 備考

東北大学大学院
実践宗教学寄附講座

国立 臨床宗教師研修 2012.10 ３カ月 宗教者 十数名 年２回実施。 修了者数累計126名。

龍谷大学大学院
実践真宗学研究科

浄土真宗
本願寺派

臨床宗教師研修 2014.4 ２年間 宗教者 5～10名 対象は大学院在籍生。諸宗教の宗教者
を受け入れ。 修了者数累計25名。

鶴見大学
先制医療研究センター

曹洞宗總
持寺

臨床宗教師育成事業 2014.4 １年間 總持寺
修行僧

約25名 修了者数累計約52名。本年度18名。臨
床現場での実習は行なっていない。

高野山大学大学院 高野山真
言宗

臨床宗教教養講座 2015.9 １年間 宗教者
／一般

16名 定員は40名程度。

種智院大学
臨床密教センター

真言宗諸
派

臨床宗教師養成講座 2016.5 ３カ月 真言宗
僧侶

10名程度 天理教施設で実施。

武蔵野大学
仏教文化研究所

浄土真宗
本願寺派

臨床宗教師・臨床傾
聴士養成講座

2016.4 １年間 宗教者
／一般

7～8名 宗教者は臨床宗教師、それ以外は臨床
傾聴士を授与。

上智大学大学院
実践宗教学研究科

カトリッ
ク

死生学専攻 2016.4 ２年間 限定な
し

12名 グリーフケア研究所ではグリーフケア
の人材養成を行う。

愛知学院大学
大学院文学研究科

曹洞宗 宗教学仏教学専攻
臨床宗教師養成科目

2017.4
（予定）

２年間 曹洞宗
僧侶

大学院増設科目（集中講義・実習）。
院生または聴講生として入学が必要。
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平成28年４月27日、石巻市にある新蛇田復興公営住宅
集会所でカフェを開催した。住人は石巻市亡の仮設住宅
から移り住んだ方々だ。三階建てのマンション様式のビ
ルや、一戸建て住宅が建ち並ぶ。約600戸、石巻最大の
復興住宅である。
開成仮設住宅、南境仮設住宅、渡波仮設住宅の仮設住

宅で出会った人々が、一目会いたいと訪ねてくる。肩を
抱き合い、涙を流しながらの再会。

「生き残った事には
必ず意味がある、共に
その答えを探しながら
歩こう」。そう言い続
け、瓦礫の中、避難所
の片隅、仮設住宅集会
所と移動し、５年目で
やっと復興住宅の集会
所へとたどり着いた。それは被災された方だけでなく、
私にとってもまさに「生と死の狭間」を歩き続けた物語
であった。
この５年間の歳月を振り返り、現場から臨床宗教師の

あり様を考えてみた。

マグニチュード9.0の巨大地震。その後の大津波。そ
して多くの人命と財産を奪った後に現れた満天の星空。
宇宙は「生と死」「喜怒哀楽」そして「貴方と私」の区
別を全て包み込み、美しくそして悲しく輝く。この世の
真理の一端が落ちて来たのを感じた。
四十九日の追悼行脚。破壊された海辺を歩く。経文は

やがて叫びに変わり、牧師は歌う讃美歌が見つからな
い。学んできた教義や宗教言語を喪失する。
泥の中を神仏の言葉を探しながら歩いた日々。そして

１年後、四十九日と同じ海岸に立って感じた再生の風。
「色即是空・空即是色」が回転を始め、諸法のありのま
まの姿を受け入れている自分がいた。それはまさに信仰

の崩壊と再生の物語だった。
生きると云うことは過去・現在・未来という時間軸と

家族・社会・風土という空間軸が仮に「私」と名付けら
れた結束点の上で展開するかけがえのない物語。人はそ
れぞれの物語を創造しながら生きている。
私達の活動目的は一つ。突然の出来事で破壊され、凍

り付いた時間と空間を再び繋ぎ合わせ、共に未来への物
語を共に紡ぐ事である。
瓦礫の中、仮設住宅集会所に物語を動かす空間を作

る。片隅に土地の宗教風土から生まれた小道具達をさり
気なく置く。集会所は公共空間。こちらから差し上げる
と云うことはしない。ここでは布教と誤解される行為は
禁物である。
握り地蔵は奥底にこびり付いた感情を呼び覚まし、位

牌の前では命の繋がりを語り出す。風土が危機的状況に
なった時、風土によって育まれた宗教的資源が凍てつい
た心を解きほぐす、そういう現場を幾度も経験した。止
まっていた時間と空間が次第に動き出す。私達はそれを
上手に聴き出し、揺れ動く心情と同期しながら、行きつ
戻りつの長い時間を共に歩んだ。
　 小高い丘の上にある仮設住宅。20人ほどが肩を寄せ合
って暮らしていた。
そこに一人暮らす30代の女性は津波で両親と祖母を失
う。大きな屋敷も跡形もなく海へと消えた。震災前から
父との折り合いが悪く、関係を修復することなくお別れ
をしてしまったのがとても心残りだと嘆いていた。心を
患い、週に一度の病院通い。訪問する度に父への思いを
語っていた。ある時「私もう大丈夫」というメールがく
る。
「父が大切にしていた花壇。海水を被ってもう花が咲

かないと思っていたけど三年目の春にたった一本だけ花
が咲いたの。私、それを見た瞬間、父とここで生きてい
くと決心したの。だから私もう大丈夫」。
一本の花が凍り付いた時間軸と空間軸を溶かし、未来

への物語が再び動き出したのだ。
初盆の時流した三つの灯籠が、沖で一つの塊となって

消えていったのを見て、津波で亡くなった妻・娘・孫が
大きな命の輪の中に帰り、三人一緒に暮らしていること
を確信した老人。
津波で亡くなったおじいちゃんの腕時計を修理し、お

じいちゃんが生きる事が出来なかった未来を、共に歩み
出す事を決心したおばあちゃん。
人には未来への物語を

創造する能力、大きな命
の源に繋がる能力を持っ
ている。
その能力をひたすら信
じ、それぞれの物語が動
き出すまでじっと待つ。

カフェデモンクの５年を振り返る
生と死の狭間を歩く

カフェデモンク マスター　
ガンディ・金田
（通大寺住職） 

特集：東日本大震災五周年 (1)
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宗教者には物語が展開していく「場」の創造、その「場」
に留まり続ける「耐性」、そして個々の人生に添って創造
される物語を受け止めるレンジの広さが要求される。
悟りや救いを饒舌に説く事は宗教・宗派の教義の自己満

足になっても、一人一人の救いにはならないのだ。宗教・
宗派的な文脈で語られる「救い」ではなく、その人の物語
の文脈で語られる「救い」が自然に落ちてくるまでじっと
待つ事が求められるのだ。
傾聴活動は「自他」の境界線を越える作業である。

「場」は悲しみを引き寄せる「磁場」となり、そして「慈
場」へと変化する。しかし「慈場」は同時に「悲場」なの
だ。「慈悲」は厳しい言葉。切に他を想う心は同じ強さで
己に返る。そこから「覚悟」が問われ、その覚悟を支える
「戒律」が命の奥から湧き起こる。
揺れ動く現場からは、常に自己の信仰が問われ続ける。

信仰は問いと答えが循環する事によって深まっていく。こ
れが臨床に於ける宗教者の姿だ。

　（平成28年１月１日発行仏教タイムスへの寄稿）

最近一枚の写真が目にとまった。活動を始めたばかりの
頃、仮設住宅集会所の中に充満する苦悩の叫びに耐えきれ
ず、思わず外へ逃げ出した私の様子が写し出されている。
故岡部健先生が撮った写真である。

この写真を眺めながら、活動５年を迎え、ややもすると
成果を求めがちな自分、達成感に満足する自分に気づく。
臨床の宗教には「成果・結果」「達成感」などという言葉
は存在しないのだ、と自分に言い聞かせる。
仮設住宅では、命であれ、財産であれ、失われた出来事

への苦悩に向き合った。復興住宅では５年間の疲れが病へ
と移行している。復興住宅の方々は、これからそれぞれ己
の死に向き合わなければならないのだ。

この５年間、カフェデモンクの活動を通して、自分に課
した18ヶ条の言葉をあらためて読み返してみた。

◎社会で起るあらゆる出来事を整理し、理解出来る人
◎その出来事から起こりうる人間の喜怒哀楽をイメージ出来る人
◎その喜怒哀楽から起こりうる人間の心の動きに対処できる人

◎あらゆる土地の歴史・精神風土・信仰・言語を理解で
きる人
◎あらゆる宗教・信仰の有り様に精通している人
◎あらゆる儀式とその意味について理解し、そして行え
る人
◎他者の価値観から物事を考えられる人
◎他者が語る物語に虚心に耳を傾けられる人
◎他者の価値観から解決への物語を語れる人
◎自己の信仰に基づき、自己の身体、心の維持について
ストイックな人
◎自己と他者の境界線が限りなく透明な人
◎自分自身で現場を見つける能力を持てる人
◎悲しみを引き寄せる力を持っている人
◎風のように現れ、風のように去りその痕跡を残さない人
◎いつも暇げな佇まいをしている人
◎あらゆる業種との間で共同・協調作業が出来る人
◎遙か遠い宇宙の彼方からの視点を持っている人
◎限りなく人間という存在が愛おしい人

世界はいつも苦悩に満ちあふれている。一息つい
てはいられない。

平成28年４月14日、熊本で大地震が起こる。その後
の余震。大地が揺れるたびに高鳴る人々の鼓動。
1600キロ離れたこの地でも痛いほど感じ取れた。
東日本大震災から始まった傾聴移動喫茶「カフェ

デモンク」は、２年ほど前に熊本で動き出していた。
東北で学んだ事が、「現場」として突きつけられてい
る。
現場から立ち上がる言葉、言葉にならない唇の微

かな動きに、耳を傾け続けて頂きたい。

首が折れた阿弥陀様を背負っておろおろ歩け
大地の裂け目に讃美歌を響かせよ

宗教者には「嵐」がよく似合うのだ。
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金田諦応師による傾聴移動喫茶Cafe de Monk（カフェ・
デ・モンク）の出発から５年。熊本を皮切りに、のれん分
けした支店は全国に展開し、各地方の臨床宗教師の活動拠
点となっています。諸宗教の宗教者が協力して運営する喫茶
店であるということは同じでも、それぞれに特色がありま
す。各地のカフェを見比べてみましょう。

くまもと カフェ・デ・モンク
「お坊さんと牧師さんの喫茶店」

熊本県熊本市中央区
日本福音ルーテル大江教会
2015年4月～
偶数月第三土曜日開店

　 熊本のカフェデモンクは、いわば地方第１号店です。キ
ャッチフレーズのとおり、日本福音ルーテル教会が会場を
提供してくださり、九州臨床宗教師会を中心に２ヶ月に一
度開店しています。ローカルテレビ局での特集も手伝っ
て、熊本で臨床宗教師といえばちょっとは知られた存在(？)
であるようです。
　 さて、開店当初
は、被災地でもない
街中で唐突に傾聴カ
フェをやって、果た
してどうなるのか、
お客さんは来るのか
と遠くから心配して
いましたが、蓋を開
けてみたらそんなこ
とは杞憂に過ぎなかったようです。テレビ放送では、臨床
心理士の女性が仕事上の悩みを相談しているシーンもあ
り、ケア従事者のケアのために臨床宗教師が必要なのだと
いう、まるで台本どおりの展開になっていました。
　 開拓の苦労とは無縁に快調に快調なスタートを切ったよ
うですが、これはひとえに、立野泰博牧師が地道に、地域
に開かれたお手本のような教会運営を続けてこられたこと

の賜物であったと感じられま
す。教会でお坊さんと牧師さ
んが待っているという象徴的
な風景がごく自然に見られる
希有な場所に違いありませ
ん。そこに、今回の大震災が
発生しました。

　 4月16日未明の本震の翌朝、立野牧師はただちにFace 
bookを使って、「本日より「震災ホットカフェ」を２４時
間オープンします。不安な気持ち、お茶やコーヒー、お菓子
を食べながら話しませんか。一緒に食事をしませんか。熊
本版カフェデモンクです。牧師もいます、近くの信徒さんも
います。赤ちゃんをつれてどうぞ。」と発信しました。これ
以降、教会はおむつやアレルギー用ミルクなども備えた、
支援物資の配布拠点となり、子連れのお母さんや、隣接す
る九州学院の寮生なども自由に出入りする安らぎの場所と
なりました。
　震災の状況に応じて、4月25日からは「心のほっとCafé」
と名前を変えるなど、立野牧師が東北の震災支援を続けて
きた経験を活かして的確に臨機応変な対応をされたことが
うかがわれます。もちろんご本人は一方で笑顔を絶やさず
被災地内外を飛び回り八面六臂のご活躍です。
　九州臨床宗教師会も動き出しました。4月28日からは避難
所となっている益城町のグランメッセ熊本において、急ご
しらえの看板でカフェデモンクが開かれています。

　4月29日には宇城市の特別養護老人ホーム水晶苑での出前
カフェデモンクを開催
し、念珠作りなどを行
いました。これらは熊
本の臨床宗教師が自ら
被災者となる中、福岡
など県外から駆けつけ
た臨床宗教師の協力で
行われています。まさ
に日頃の準備とネット
ワークが活かされた形になりました。九州臨床宗教師会の
支援活動への義援金・支援金の受付も始まっています。
（本誌裏表紙に振込先記載）

〔この項は、情報をもとに高橋原が執筆しました。現地の方々か
らのレポートは別の機会にお届けしたいと思います。〕

誌上訪問

全国各地の
カフェ・デ・モンク
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水都・おおがきカフェ・デ・モンク
「医療者と宗教者の喫茶店」

岐阜県大垣市
沼口医院アミターバ内 
2015年11月～
毎週3回（月水金）開店

《概要》中部地区では医療法人徳養会沼口医院内アミターバ
に、常設されたカフェデモンクの施設・空間を持ち、沼口医
院採用の臨床宗教師2名とスピリチュアルケア師1名に加
え、中部臨床宗教師会の当該会員並びに会所属ボランティア
が運営協力を行っています。
 医療施設に付随するカフェデモンクとして、他職種との連
携が欠かせず①医療者と宗教者がともにいる空間を目指すこ
と②入居者へ看護や介護と連携したこころのケア(スピリチ
ャルケア、宗教的ケア)を行うことの2点をコンセプトとして
掲げています。また入居者を施設に引きこもらせず、ボラン
テイアや一般のお客さんと語らえて社会とのつながりを持ち
続けられることを目指し、四季の季節感を失わない入居生活
を送れるよう季節の花や時宜にあった調度品での彩りを努め
ています。カフェにはコーヒー、紅茶(レモン、ミルク、ス
トレート)、ココア、抹茶、昆布茶、煎茶、カルピスなど選
べるメニューが置かれ、嗜好品を楽しむことで心の豊かさを
保持できるよう図っています。入居者家族や縁者へもこころ
のケアや時としてグリーフケアも行い、悩みや苦しみを抱え
来訪した外部からの一般訪問者や施設スタッフもケア対象者
となります。運営資金は沼口医院からの寄付と恩送りのシス
テムをとり、自分の飲食した代金ではなくいくばくかの喜捨
を行うことで次の来訪者の飲食につなげていくという恩送り
箱を設置しています。
《他職種、各部門との連携と動線について》外来受付にて、
話し相手を求めている方へカフェデモンクの紹介と、案内が
行われています。介護チームとは、①介護チーム:入居者の
その日の状態、注意点などを連絡票に記入しカフェへ報告②
カフェチーム:その指示に従って、状態の変化、ティーサー
ビス提供の可否、病状による水分や糖分の摂取など確認③介
護チーム:入浴時間の調整、居室清掃時間の調整、入居者へ
の促し、入居者の希望や様子の伝達、家族や見舞客への案
内、飲食の介護、自室への移動介助④カフェチーム:摂取水
分量及び菓子分量などを連絡表に記入し介助チームへ上げ
る、という流れになっています。また、看護チームとの連携
は医療版SNS（院内メール）や、カルテなどにより入居者の
身体的状況の共有を行うとともに、こころの状態についても
情報共有を行い、緊急性のある場合など必要に応じ、一歩踏
み込んだこころのケア介入に対する時期的アドバイスなども
受けています。これらのケアは全て医師の監督指導下で行わ
れ、治療に必要な情報を報告し共有しています。

《カフェデモンク開設にあたっての準備》先ず名称使用の許
可を発祥の地金田諦應師から頂きました。自筆看板を頂戴し
て『水都おおがき　 カフェデモンク医療者と宗教者の喫茶
店』をアミターバ玄関に掲示しています。また11月の開設
に先駆けて、中部地区会長五辻師が代表を務めるビハーラ大
垣を中心にボランテイアの募集を行い実際の活動まで次の手
順で進めています。①募集要項並びに説明会資料など作成 
②募集③説明会(カフェデモンクとは、ボランティアとは、
アミターバでのカフェデモンクボランティアについて、ボラ
ンティアの心得など)④面接 ⑤採用通知⑥活動日程など調
整、決定⑦実施研修(手順など決定して連絡、それに基づい
て実施研修)
 当初よりボランテイ
ア及び臨床宗教師の
倫理規定制定につい
ての重要性を認識
し、心得と倫理規定
を作成し遵守を確認
し、誓約への記名捺
印も行いました。
 《ボランティアなど人的資源の活用について》ボランテイ
アの活動表で月単位で活動日を調整、把握しています。現在
取りまとめ役の移行をボランティアの代表者にお願いし自主
的活動が促進されるよう図っています。主な活動内容はティ
ーサービス、接客、お話相手、お花サービス、折り鶴繋ぎな
ど入居者の作業手伝い、月例イベントの企画相談・手伝い、
偲ぶ会の手伝いなどとなっていて、3月末で無償ボランテイ
ア登録者数 21名 (内臨床宗教師8名スピリチュアルケア師1
名)を抱え、ボランティア保険にも加入しています。
《活動に必要な物的資源について》恩送りの運営協力金＋寄
付で運営し、アミターバ本営業開始2015/11/11～2016/ 
3/31の運営状況の詳細は、①開店日数、時間数など…毎週
月曜日、水曜日、金曜日週３回の午後１時半～４時まで(ボ
ランティアの活動時間は1時～4時半)。祝日休業。計48日  
延べ 120時間。②ボランテイア参加数…延べ115人(内ボラ
ンティア臨床宗教師＋スピリチュアルケア師参加数33)③利
用者数…延べ725人となっています。
《通常のカフェデモンクの1日》①準備:ブラインド開け、お
湯沸かし、配置、ボランテイア確認、看護ステーションや介
護ステーションと連絡事項確認、看板出し、ボランテイアと
打ち合わせ②開店:お客様案内、注文聞き、ティーサービスと
接客、話し相手、時として深刻な話の場合には別室を使うこ
とや初回の外部来店客へのマニュアルなども作成していま
す。利用客は外からのお客様＋入居者＋入居者縁者＋スタッ
フなど構成・人数など毎回予想がつかず差し入れも多々あり
ます。車椅子で介助を受けながらできるだけ入居者はカフェ
コーナーに降りてきて頂くのですが、身体状況、病状などに
より2階自室へのサービスとなる場合は訪室し、話し相手を務
めます。③片付けなど:４時をまわり来客がいなくなったとこ
ろで片付けを始め、不足物チェック、掃除、活動票記入、恩
送り記入、反省(その日の気づきを大切に)となっています。
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《カフェデモンク活動で特に力を入れている点》①カウン
ターやテーブル席での応対:常連や入居者はできるだけカウ
ンターで顔見知りのボランテイアとも家族のような会話を
楽しんで頂き臨床宗教師とはこころの中の不安、寂しさ、
悲しさなども自然に語ってもらえるよう信頼関係を築くよ
う留意していま
す。初めてのお客
様はテーブル席で
コンセプトの説明
と無理のないイン
テークトークを行
います。②南テー
ブルでの入居者同士での団欒:折り紙、塗り絵などの作業
や、雑誌を広げるあるいは車椅子に座りただそこにいてそ
の光景を眺めていることも参加の一つの形です。スタッフ
やボランテイア、臨床宗教師も一緒に座って、それぞれが
何かしているという家の居間や、台所の大きなテーブル周
りのようなアットホーム感を大事にしています。③訪室し
ての関わり:自室から出られない入居者を、訪問し、静かに
寄り添い、家族を含めての看取りまでの途切れのないここ
ろのケアを心がけています。④お別れの会:亡くなった方の
いのちの尊厳を最期までしっかり受け止め、残されたもの
へのグリーフケアの観点からも重要な催事と捉えていま
す。献茶(献コーヒー)、参列者へのティーサービスも随時状
況が許せば行います。⑤偲ぶ会:直近の半年以遠に外来、訪
問診療や訪問看護などで関わり亡くなった患者さんのご遺
族対象に偲ぶ会を行っています。春、秋のお彼岸月に年２
回企画し、立案、案内発送から運営まで(当日設営準備や会
場案内、進行、ティーサービス、ファシリテーターの補
助、撤収など)病院スタッフ、ボランティアの全面的な協力
を得て開催しています。⑥スタッフケア:カフェコーナーな
どで日常の業務、プライベートなことなど抱え込んでいる
こころの悩みに寄り添うよう努めています。⑦月例イベン
ト:毎月企画し入居者だけでなく地域にも発信して集客して
います。コンセプトは季節の流れを感じてもらうことと、
ハレの日の楽しみ、日本の文化を楽しむこと、郷愁を呼び
起こし、子供に還っていただきます。月次計画として、1月
小正月、2月節分、3月ひな祭、4月お花見、5月節句、6月
紫陽花祭り、7月七夕、8月夏
祭り、9月お月見 などとなって
いて、小正月:椿蝋梅、水仙な
どの花立て、室内の餅花などで
飾り付け善哉、抹茶などで接
待、節分:金柑、椿などの花立
て、柊や折り鶴の飾り付けを
し、福豆、昆布茶、甘酒の接
待、豆まきには赤鬼・青鬼の登
場、ひな祭:桃、辛夷、ミモザ
などの花立て、病院スタッフか
らの7段飾りや一刀彫飾りのお
雛様を飾り付けて甘酒・雛菓子

を提供、お花見:満開の枝垂桜が花立てされ、チューリップ
が飾られ甘茶、甘酒が提供されました。毎回趣向を凝ら
し、病院スタッフやボランティアからもアドバイスをもら
って楽しんでいただいています。プロのカメラマンがボラ
ンティアで入り記録を残してくれています。

《問題点とこれから》日常のカフェデモンクを開店しなが
ら、月例イベントや偲ぶ会などの大きな行事もあり息つく暇
もなく活動してきましたが、問題点とこれからについての展
望は、①ボランテイアの確保:賑わいにより接客の人手が不足
し、特にイベント時は病院スタッフの助けなしには回れなく
なってきています。新しいボランティアの早急な募集が必要
となっています。②開店曜日、時間の増設と延長:外からのお
客様は午前中からの開店を、入居者は毎日の開店を望まれて
います。③重い相談を背負われた方への関わり:より深い関わ
りを望まれる方や重い相談を持って来られる方も増えてきて
いて、静かな空間、その方に占有される時間が必要となって
います。臨床宗教師側の人手不足、時間不足を感じていま
す。④偲ぶ会への関わり:反省点を踏まえて更なる展開を、図
ります。また臨床宗教師は実際に診療看護に携わったスタッ
フと遺族が充分に当日交流ができるよう各テーブルに数多く
ついて欲しいと病院スタッフから望まれ、参加者の確保に努
める必要があります。⑤出前カフェ:あちこちの公共空間へ出
向いてカフェを行うことも大きな催事の一つで年度内には初
回をと計画が進みつつあります。⑥偲ぶ会にもつながる日常
のカフェデモンクでの遺族へのグリーフケアの拡充。

   まだまだ不充分な活動ですが、押し付けはしないけれど
も、思い出した時、必要な時に、訪ねて頂ける癒しの空間
がここにはいつも開かれていることを目指します。地域に
愛されるカフェデモンクが根付くようこれからも地元ボラ
ンティアとともに試行錯誤を重ねていきたいと思います。

(報告:野々目)
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カフェ・デ・モンク関西
　「臨床宗教師の喫茶店」

 大阪府大阪市生野区 
  救世軍鶴橋分隊会館礼拝堂
  2015年10月～ 
  毎月１回開店

関西臨床宗教師会では、2015年10月から月1回のペースで
「カフェ・デ・モンク関西」（以下、モンク）を開催して
おります。

《開催実績》
第1回 2015年10月30日(金)
第2回 11月20日(金)
第3回12月11日(金)
第4回 2016年1月29日(金)
第5回 2月19日(金)
第6回 3月18日(金)
第7回 4月23日（土）
各回、正午をはさんで3時間
程度
会場：救世軍鶴橋分隊会館礼
拝堂（大阪市生野区鶴橋
5-19-13）
参加者数：各回数人～10人程度
宗教者：東北大学臨床宗教師研修修了者、牧師（救世軍）
参加費：茶菓代300円（鍋は別途500円）
次回予定：5月21日（土）10時30分～

　 参加者は近所の人が多く、そのほとんどは連れ合いを亡
くされた単身者でした。また、遠方（他県）から毎回参加
する人、あいりん地区から参加する人、精神障がい者、在
日韓国人など多様で、男女の構成は半々、年齢は60歳以上
が多いです。参加に至ったきっかけは、チラシ、新聞記
事、臨床宗教師からの紹介などです。
　会場は毎回、大阪市
生野区鶴橋にあります
キリスト教会・救世軍
の礼拝堂を借りており
ます。築50年以上の木
造なので建物自体が
「癒される雰囲気」を
醸し出しております。また、所在地である生野区鶴橋5丁目
は最寄駅（JR・近鉄・地下鉄鶴橋駅、地下鉄今里駅）から
徒歩15分～20分程度と交通の便はさほどよくありません

が、昭和の雰囲気を色濃く残す下町です。至近距離にコリ
アタウンもあります。
　 関西のモンクの特色としては、歌声と鍋があげられま
す。モンクをやりながら、音楽療法の活動をしているボラ
ンティアや宗教者のピアノ伴奏によって季節ごとの唱歌や
懐メロを皆で歌い、お昼は鍋（おでん、寄せ鍋など）をつ
ついております。また、救世軍の支援でバザーを併催した
り、近所の福祉作業所からパンの販売に来てもらったりと
いったこともいたしました。そのようなことを繰り返しな
がら参加者たちが徐々に自身の喪失体験や病などの話をし
始めてきております。
　モンクの活動は地元の社
会福祉協議会も好意的にと
らえてくださっており、社
会福祉協議会のロビーに告
知チラシを置かせてもらっ
ておりますことに加え、職
員が見学に来られたこともあります。また、全国紙の大阪
版にも一度、モンクの情報を掲載いただきました（2015年
11月18日の読売新聞朝刊）。
　 今後の課題は、モンクの本来の姿である「移動傾聴喫
茶」の実現です。そのためには、臨床宗教師の参加者をも
っと増やして機動力を高め、財政基盤も強化していく必要
があります。また、参加する臨床宗教師の「聴く力」を向
上させていくためにフォローアップ研修も充実させていき
たいと考えております。  　（清水正彦）

ニュース
お坊さんヘルパーとして活躍中の吉田敬一さん（臨床宗教師１
期生）の西栄寺（大阪市）で、サービス付高齢者向け住宅「は
いにこぽんの家」が建設中です。大垣市の沼口医院併設のメデ
ィカルシェアハウス・アミターバに続き、臨床宗教師が常駐す
る施設として注目されます。ご住職自らもヘルパー資格を取る
など11月開所に向けて準備中です。（写真はイメージ）
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カフェ・デ・モンク東京
「心をつなぐ喫茶店」

東京都内
会場不定
 2016年1月～ 
 奇数月開店

『東京カフェデモンク日記』
真正面に東京タワーが見える大通りから路地に入ると、

都会の喧騒を忘れさせる静けさが。大都会にはとても似つ
かわしいとは言えない石畳の上を真っ直ぐ辿っていくと、
そこには近代建築の新しいビルが。
「え！なんだこれ。○○院・・・お寺？」
入口にある手作りの看板に目を向けると、「モンクが文

句を聞きます」の文字。
「モンクがモンク？」
入ってみると、向かえてくれたのは白い歯が印象的なイ

ケメン神主さん。
「あれ？神社だったのか・・・」
通されると、陽気なジャズの演奏にコーヒーの豊かな香

り。荘厳な雰囲気と相まって、ユニークだが非常に心地が
いい空気が漂っている。
　 受付けで、笑顔の印象的な女性にコーヒーとお菓子をも
らいテーブルに通される。
「東北のテレビを見て、この喫茶に参加させてもらうよう
になったんです」
彼女は普段OLで普通の主婦であると言う。勧められたお菓
子は可愛いお地蔵さんのクッキーとシフォンケーキ。私は
紅茶のシフォンケーキを選ぶ。フワフワしたシフォンをひ
と切れ口に運ぶ。
「わっ、美味しい！」
　 コーヒーも本格的で、コクがあって身体に染み渡る。テ
ーブルに置かれたメニューには、京都の純喫茶から仕入れ
た豆を使用と書いてある。
　隣のテーブルで
は3人の親子連れ
がワイワイと会話
をしながら、なに
やら作業をしてい
る。よく見るとカ
ラフルなビーズを
並べ、お坊さんが
手慣れた手つきで子供の手くびに巻き付けている。
「ブレスレットかな・・・いや、数珠？私も後で作ってみ
ようかな」
　神社仏閣好きの私にはうってつけである。

「それはそうと、カフェ
デモンクって何だろう」
ぼんやり考えていると、
「こんにちは。お隣いい
ですか？」
声をかけてきたのは若

いお坊さん。八重歯が印
象的な爽やかな青年だ。
「カフェデモンクは東北の震災後、宮城県栗原市にある通
大寺の金田諦應さんという住職が始めた活動なんです。軽
トラックに喫茶店の道具一式を詰め込んで、東日本大震災
の被災地を巡る移動傾聴喫茶として始まりました」
東北震災から5年。今なお金田老師はおいしいコーヒー

とケーキを届け、被災者の話を聴くなごみの空間を提供し
ている。その意思を継ぎ、東京でも活動をしたいと3人の宗
教者が懇願し、2016年1月から始まったようだ。
「宗教者に悩み相談もできるのか・・・仕事の相談でもし
てみようかな」
「あの・・・」
　 悩みを聴く物腰はとても柔らかいが真剣な眼差しだ。引
き込まれるままに話しは進み、私のモヤモヤとした気持ち
はコーヒーの湯気に溶け込んだ。
　 「東京カフェデモンクか。美味しいコーヒーとお菓子が
いただけて、悩みを聴いてくれるなんて・・・また来よう
かな」
　 笑顔に見送られて、少し軽やかになった足取りで会場を
後にした。東京タワーが「またおいで」と微笑みかける。　

「東京カフェデモンク」は、2015年夏に臨床宗教師研修を
終えた、神社神道・天台宗・高野山真言宗の各宗教師が中
心となって始めた比較的新しいカフェ。理念と倫理を掲
げ、2016年1月にオープンした。

「東京カフェデモンク」理念

神職と僧侶が提供する傾聴(けいちょう)喫茶
穏やかに自身を見つめ、見守られる居場所で

“文句”のひとつでも言いながら、
ちょっと一息つきませんか？

あなたの“文句”を聞きながら
“Monk モンク”が一緒に“悶苦(もんく)”します

＊Monkは、英語で宗教者のこと
神職、僧侶、牧師等が皆さんをお迎えします
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　 2016年1月16日（土）、東京都港区三田の寺院を会場に
初開催。当日は28名の来場者があり、病気を抱えた相談者
や高齢者、生き辛さを抱えたOLなどの比較的若い年齢層の
方の姿も目立った。お菓子と本格コーヒーを楽しむ表情には
自然と笑顔があふれ、初対面の来場者同士も話しが弾む。
BGMはカフェデモンク定番のセロニアス・モンクのジャズ
に加え、ハープやクリスタルボウルの生演奏も催している。
臨床宗教師に悩みを語り、ハープの優しい音色に癒され涙を
流す来場者の姿も見られた。
　さらに、メディア
や医療、福祉など各
方面の方々の来場も
あり、臨床宗教師に
対する社会的な注目
の高さが伺え、各分
野での導入や協力を
検討している声を聞
くこともできた。今後は奇数月に会場を変えながら傾聴喫茶
を開催する。
　スタッフは臨床宗教師以外にも医療者やセラピスト、イラ
ストレーターなどの一般ボランティアも多く参加している。
それぞれのスタッフが専門分野を活かし、来場者が希望すれ
ば数珠作りやハンドマッサージを楽しむこともができ、似顔
絵を描いてもらうことも可能（開催日により内容変更あ
り）。エントランスには布地蔵さんも待機し、人々の心を癒
している。
　また、傾聴者の質を高めるために定期的に傾聴者研修会を
行っている。研修会では毎回、「東京カフェデモンク」の
「倫理」と「理念」を共有し、精神科医や看護師、臨床心理
士などの医療者と宗教者が共に学びを深めている。今後も外
部から講師をお招きするなどして、継続的に研鑽を積んでい
きたい。

（井川裕覚）

（こちらは本家カフェデモンクの看板）

（左：高野山「お坊さんの喫茶店」2015年9月11-12日）
（右：龍谷大学「きょうのモンク」2016年2月28日）

えりも カフェ・デ・モンク
「みんなの喫茶店」
北海道えりも町
えりも町交流館ひなた
 2015年8月～ 
 毎月１回（第４水曜日）開店

　 えりも町の曹洞宗法光寺の佐野俊也住
職（写真）が、精神科クリニック浦河ひ
がし町診療所と共催して行なっている。
牧師、看護師、町職員なども協力して加
わり、精神障害者とその家族をはじめ、
悩みを抱えた人がうちとけて話をするこ
とができる場所となっている。

　・・・いかがだったでしょうか。最後にカフェデモンク・
マスターのコメントをいただいて締め括りとします。

　

　　　　　　

カフェデモンクの活動は、北は北海道えりも町か
ら南は九州熊本市まで開店。また今年中には四国、
北陸、更に北海道オホーツク海沿岸にも出店が予定
されています。東北の被災地から始まった活動が全
国に広まりました。同じ志を持つ沢山の仲間が出来
たことを、カフェデモンクのスタッフ一同、心から
喜んでおります。
しかし、その始まりには、多くの犠牲者、故郷の
喪失、そして原発事故というあの出来事があった事
を、常に心に留めて頂きたいと思います。
カフェデモンクの原動力は、人々の苦悩という
「負のエネルギー」です。私達は負のエネルギーを
取り込み、それを正のエネルギーに変換させる、
「変換器(Converter)」の役割を果たしてきたのか
も知れません。
それぞれの地方が抱える苦悩を全身全霊で感じ取
り、それぞれの地方が持つ固有の「文化・風土・歴
史」を上手に取り込みながら、それぞれの「カフェ
デモンク」を創造して頂く事を、心から願っており
ます。　　　　　　　　　　　　　　（金田諦応）
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東日本大震災からの五年間を振り返っての心境などを、
関係の深い宗教者の方々に語っていただきました。質問
事項は次の通りです。

(1)テレビ、新聞等でさまざまな震災五周年の特集が組まれ
ました。それらをご覧になって感じたことがあれば教えてく
ださい。
(2)ご自身の人生、生活について、この五年間はどのような
日々でしたか。内面的、外面的にもっとも変わったと思える
ことを中心に教えてください。
(3)檀家（教会員）さんやお寺（教会）周辺の地域を念頭
に、この五年間で何がどう変わりましたか。「復興」は進ん
だと思いますか。
(4)最近は『寺院消滅』という本が売れたりしていますが、
ご自身が生まれ育ってきたお寺（教会）のあり方は今後
20～30年の間にどのように変わっていくと思いますか。

吉田裕昭師

（石巻市曹洞宗高福寺住職）

(1) 私としては、今、本当に重要なこ
とを伝えなければならないという意思
をあまり感じることが出来ませんでした。
TVでは、無難な線である企画を主に進めているように見

えました。大災害の5年後を番組にすること自体各局初めて
のことであり、そのほとんどは、眠っている過去の被災映像
を検証し、それに関与している事柄や人の現在の状況などを
伝えているものとなっていたように思います。
しかし、被災後の行政に対する不満など蓄積されていた

はずなのですが、それらについて検証されている企画は皆無
に等しく現在の被災者達の本当の苦悩を十分に表すものでは
無かったことが残念であり、今後もこういったメディアの体
制が懸念されます。
(2) 人生とは〝軌跡～目標〟を表し、生活とは〝日常〟に言
い換えられると思いますが、私の場合は〝人生〟とは、震災
前に比べると、ゆるやかに大きく舵を切ってきたような印象
を持っております。また〝日常〟として、主に参加させてい
ただいていたのがカフェデモンクでしたので、それまでは檀
家様以外は交流が少ない生活だったのが、仮設での様々な
方々との交流により私自身多くを救われたように思います。
そのように携わってきた様々なご縁により今日までの軌跡と

なり、その後の私なりのささやかな日々の目標に変化を与え
てくれているように感じています。
外面では、この5年で白髪とシワが増えたことぐらいであ

ります。
(3) 自坊は、過疎が進んでいる村に在るので先ずは人口の減
少と高齢者の一人暮らしが挙げられます。その地域によって
若干違いはあると思いますがこの辺りで多い事例としては、

子供は農家以外の就職が多くなっていくが両親はまだ元気。
(30年程前～)
　→　現在の親の世代の高齢化、そして両親のうちどちらか
が亡くなる。残された親は一人となるが、子供は、娘の場合
は嫁いでおり帰ってこれず、息子の場合も就職先が離れてい
るので急には帰ってこれない。子供の住まいにも部屋数等の
余裕もなく、新しい家族関係もこれまで以上に気を遣う生活
を考えると、親は今まで慣れ親しんでいる家や畑（先祖から
預かっている意識があり自分の代で粗末に出来ない気持ち）
からは離れず、一人暮らしで生活が大変になることをわかっ
ていても残る場合が多い。
　→　これまで以上にご近所付き合いや声がけなど、家族と
いうよりも日常では〝お友達〟が非常に大事な存在になって
きている。
　→　自坊周辺にも家が立ち並んでいるところがあり、人口
が増え賑やかなお付き合いが始まるのかと思えば、ご近所の
方は、昔とは違い家が密集していても付き合いは乏しく寂し
いものだという。

以上のような寺周辺の状況ではありますが、心の面で希
望を持てそうな復興を感じている人は少なく思います。
(4) 現状のような寺の維持は難しいと思いますが、弟子たち
には副業を持ちながらもできればこの寺を管理していって欲
しいと思っています。そして、私の代では叶わなかった（組
織の体質なのか即座に出来ないことが多い）、その時代の在
り方に素早く順応する僧侶達の活動を夢見ています。また、
そうした僧侶たちの活動を見守ってくれる理解のある世の中
であって欲しいと願っています。

(5) 被災している熊本へ行って感じたことなど
余裕があれば様々な場所に行けたと思いますが、限られ

ていた時間の中での感想です。災害直後の現地へ入る初動態
勢について改めて考えさせられました。
「燃料、風呂、食料、渋滞、宿」を確保することが求められ
ますので、現地の宗教家の方々との連携がとても重要なこと
を改めて感じました。
燃料、食料は事前に準備出来る物であり、〝宿〟の確保は
各々の判断があるかと思います。（私の場合は、車中泊と思
っておりましたが、川上先生のお計らいにより「基督聖教団 
熊本教会」へ妻とともに一泊させて頂くことが出来ました。
快く受け入れてくださって感謝しております。）
　 次に、〝渋滞〟は目的地に行くことさえ難しくなります

宮城県被災地の宗教者に聞く

震災五年の想い  　  

特集：東日本大震災五周年 (2)

熊本の大地震の直後に現地支援に駆けつけた吉田師に
は、その時のご経験も書いていただきました
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が、ナビ任せがその要因になってしまいます。なぜなら皆一
様にナビを使っていますし、迂回ルートも同様だからです。
さらに道には通行止めの柵や、道路の陥没を知らせる三角コ
ーンも加わります。私は助手席の妻に地図を見てもらい迂回
ルートを探しながら運転することで対応出来ました。もちろ
ん現地の方に教わる道がベストですので、そこは遠慮しない
で聞いた方が良いと思います。
私が帰る日は、さらにボランティアの方々が多くなって

いたので大渋滞を恐れていたのですが、熊本在住の方々に教
えて頂いたルートを進んだら大変スムーズに帰ることが出来
ました。(山の中では途中、獣道のようになり一瞬迷ったか
と思いましたが)。
　〝風呂〟については被災地域から２時間ぐらい行った被災
していない地域を探せば日帰り温泉などが見つかると思いま
す。私の場合は〝人吉〟の友人にお世話になりました。

 
光照寺の糸山師に物資を届ける。

右はやはり駆けつけた川上直哉牧師（東北ヘルプ）
　被災の状況としては報道されている通り地域によってまち
まちであり、震源地から放射状というよりは、やはり断層沿
いの地域の被害が大きく、何でもないお宅の隣の家が甚大な
被害という場合も多く見受けられました。
　宇城市豊野町の老人養護ホーム〝水晶苑〟へ物資（主に、
飲料用の水、精米、紙おむつ、毛布）を車（エクストレイ
ル）に他の荷物もありましたが、途中岡山のイオンに寄り購
入し、とにかく積めるだけ積んで届けました。
　その老人ホームでは、被災者の受け入れをして食料や物資
が不足していたということでした。（私が持って行った物資
の量ではまだまだ足りなかったようにも感じます）。また、
他の避難所には大渋滞で移動だけでも困難であり行く余裕が
ありませんでした。
ルーテル教会様では臨床宗教師の皆様の会議にご一緒さ

せて頂いて今後の有り様について様々な意見が交わされてい
ました。私がこの会議後に感じたのは、被災直後ということ
による正しい判断の難しさでした。災害が落ち着かず、宗教
者の安全が保障されていない状況下です。中には被災をして
いる宗教者達も心を保つのが精一杯の中、24時間カフェと
して常時開放し今出来る事を行われているのは素晴らしく思
う反面、東北のカフェデモンクであれば、被災者を待たず、
いち早く避難所に飛び込んで行くはずだという違和感を覚え
たことも事実です。
今、何が正しいあり方なのかは判断しかねますが、もし

避難所に入るのであればやみくもに入らずに、信用のある地
元寺院に間に入ってもらうとか、避難所とのコーディネイト
は丁寧な方が宜しいかと思います。（既にマスコミは、雑に
入ってしまったがゆえに、一部避難所では取材拒否が始まっ
ているようです。）

高橋悦堂師

栗原市曹洞宗普門寺副住職

(1)５年という節目なのだなと思いま
した。私が感じることは、５年という

節目も現地ではあまり意味を持たず、話
題には出るけども「５年という節目」が何かを

変えることはないという感覚です。皆さん、仮設で災害公営
住宅で、自身の現実と向き合いながら生きていらっしゃると
思います。
　メディア等が騒ぐのは予想通りなので、とくには何も感じ
なかったです。ただ、あくまで山間部の支援者としての感想
なので、現地の方々が同じとは思えませんが。
　ある仮設の自治会長さんは、「５年という事で市の行事に
呼ばれて話すことになったけど、５年だからどうこうってい
う事は何もないな。今とこれからをどうしていくのがいいの
か考え実行していくっていう事は切れ目なく続いていくも
の」というようなことを話されていたのが印象的でした。
(2)大きく変わりました。震災が無ければ岡部先生とも出

会わなかったでしょうし。内面的には、かなりの変化があっ
た気もしますが、私という本質は変わっていない様な気もし
ます。ただ、この５年間、他者の苦楽と濃密に関わることが
続き、人ってものは色んな思いがあるんだなぁと、自分を含
めて感じています。また自分という人間が以前よりはわかっ
てきた気もしますが、歳のせいかも知れません。（外面的に
はご存じのとおりです）。
(3)私の周辺栗原市は、震災当初から被害は震度のみであま
り大きくありませんでした。５年で変わったことといえば、
私を 可愛がってくれた（叱ってくれた）、檀家の古老が多
く亡くなったということでしょうか。
(4)栗原市のお寺は20～30年後は多くが兼務化されるのでは
ないかと思っています。地域の宗教伝統は少しずつ消えてい
くのは目に見えています。私が小学生のころ、近くの神社は
秋祭りには社殿でお神楽があり、笛の音、太鼓、屋台が出て
いましたが、今では何もなく、秋祭り自体が行われているの
かも分かりません。社殿も老朽化で取り壊し、今はご神体が
安置されている物置程度の建物が残っているだけです。打開
策は見出せません。このまま、静かに人が消え、お寺も消え
ていくのでしょうが、それも仕方のないことと思います。人
無きところにも仏法は満ち満ちておりますが、人無きところ
にお寺は不要となるでしょう。わずかに残る檀家のために、
近隣の和尚さんが兼務で来てくれる形になると思います。た
だ、墓地が荒れるのだけは何とかしないといけないと思いま
す。寺じまいの前に、墓地の整理は必須かなぁ・・・。

〔18頁に続きます〕
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第８回臨床宗教師研修報告

 第8回臨床宗教師研修はこれまで通り、約３ヶ月間に３
回の合宿を行ない、合間に各地に分かれての実習という
形式で行われた。今回から実習先として、西栄寺訪問介
護事業はい！にこ！ぽん！（大阪市）、特別養護老人ホ
ームひかりの園（上天草市） が加わった。各実習先とと
もに、研修会場を提供してくださった法山寺様、統禅寺
様、蓮光寺様に感謝申し上げる。
　 今回の12名を加えて、東北大学の臨床宗教師研修の修
了者は累計のべ126名となった。今回は女性受講者の比
率が高いことが特徴で、うち三名が真宗大谷派寺院の坊
守という立場であった。また、ほとんどが、いわゆる在
家出身者であった。臨床宗教師研修受講者の典型は副住
職であるとしばしば説明してきたが、坊守（寺族）や、
在家出身で寺院の外で暮らしている僧侶も多い。臨床宗
教師は宗教者のほうから出向いていくのだという高木慶
子シスターの言葉（4頁）の通り、比較的「動きやすい」
立場の宗教者が、忙しい合間を縫って受講していること
がわかる。

　 今回の研修からは応募時の提出書類が７種類に増えて
いる。（1. 申込書、2. 履歴書、3. 参加動機、4. 生育
歴、5. 信仰歴、6. 活動計画、7. 会話記録）。このよう
に応募者に負担を強いるようになったのには、いくつか
理由がある。「信徒の相談に応じる立場」という募集要
件を満たした宗教者であるかどうか。公共空間で活動す
るのに相応しい社会常識を備えているかどうか。自分を
客観的に見つめ、言葉で表現できるかどうか。要する
に、研修の成果を現場で活かすことができる人に来てい
ただきたいと考えてのことである。
　 松阪市民病院に続き、奈良県や熊本県、そして宮城県
は東北大学病院でも、新たに臨床宗教師をスタッフとし
て雇用するケースが増えてきている。病院で働くことば
かりが重要なのではないが、臨床宗教師に来て欲しいと
求められた時に、自信を持って推薦できる人が一人でも
増えることを願っている。今後は「日本臨床宗教師会」
の名前が、そのような時のパスポートの役割を果たして
いくことになるだろう。

研修データ
期間：2015/10/5-7, 11/10-11, 12/15-16 
場所：石巻市曹洞宗法山寺、石巻市曹洞宗統禅寺、仙
台市浄土宗蓮光寺、東北大学、他
修了者：12名(うち女性5名)
宗派内訳：曹洞宗、真宗大谷派(4)、高野山真言宗
(2)、真言宗醍醐派、天台宗、臨済宗大徳寺派、在日
大韓基督教会、立正佼成会
地域：宮城、東京、千葉、愛知、新潟、石川、富山、
京都、兵庫、熊本、鹿児島
年齢：26才～68才

追悼巡礼（石巻市旧北上川堤防）

記念写真　撮影：村上昭浩氏

カフェデモンクでの実習

追悼巡礼（名取市日和山慰霊碑前）
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　 購読者数が宮城県最多の地方紙、河北新報が特集連載記
事「挽歌の宛先」の中で、臨床宗教師を連続して取り上げ
たのは2015年５月のことでした。今回のシンポジウムで
は、連載記事の中での取材を受けた4名の臨床宗教師が自ら
の活動と思いを語りました。河北新報村上記者には取材者
の立場から、石巻赤十字病院の鈴木先生には、被災地の医
師として、故・岡部健先生の思い出も交えながら、臨床宗
教師への期待を語っていただきました。仙台市営地下鉄東
西線の開通日と重なったこの日は、天候にも恵まれ、200名
近くの来場者があり、東北大学発の新しい試みの紹介に耳
を傾けていました。
　プログラムは北海道東北臨床宗教師会副
会長の米本智昭師（写真右）の軽妙な司会
で進められました。基調講演に続いて、金
光教の奥原幹雄師（写真左）は気仙沼市で
ボランティアとして接していた女性との関

わりについて紹介しました。自分が宗教者
（臨床宗教師）であると明かすことによって
初めて、亡くなったご長男の写真を見せら
れ、家族の崩壊など辛い胸の内を打ち明けら
れたというエピソードは宗教者の存在意義を
考える上で印象深いものでした。

　高橋悦堂師は、ムスリムやキリ
スト者の祈る姿に魂を打たれた経
験、ホスピスの患者さんの大切に
する「南無大師遍照金剛」という
真言宗のお唱えをともにした経験
などを、臨床宗教師として学んだ
ことして語りました。
　檀家の460名の方々が津波で亡くなったという三宅大哲師
は、復興公営住宅での「坊主喫茶」、高齢者施設でのマン
ダラ塗り絵などの活動について、お寺が直接津波の被害に

あった松山宏成師は、月に一度通っている長岡西病院での
傾聴ボランティアについて語りました。
　 河北新報の村上俊記者は、ハード面の復興は進んでいる
が、被災者の魂の叫びが置き去りにされているのではない
か、いま生きている方と亡くなった方の心のやり取りを宗
教者を通して描くことができるのではないか、という思い
で臨床宗教師をテーマを選んだと語りました。河北新報の
データベースで「宗教」のヒット数が増えていること
（2000年以降の232件のうち、震災以降が
136件）からも、震災を契機に宗教者とい
う存在への関心が高まっていることは明ら
かですが、布教伝道を目的としない臨床宗
教師であるから記事にしやすかったといい
ます。読者からも、新聞が前向きな人ばか
り取り上げがちな中、一人一人の歩みに思いをいたす内容
に好意的な反応が多かったとのことです。臨床宗教師は東
日本大震災の記憶の伝道師となるのではないか、というご
指摘もありました。
　 鈴木聡先生から紹介されたのは、研修医時代に毎晩連れ
られていったスナックで語られた、「患者は、治療だけじ
ゃ治んないんだよ」という岡部健先生の言葉でした。次か
ら次へと人の死と出会う医療現場の現
実、医学の限界を踏まえた上で、現代は
生老病死のうち「老病」の期間が人類史
上もっとも長い時代であり、それを当た
り前のこととして生きられることは社会
の成熟も意味すると指摘し、そこで心を
培っていくために、臨床宗教師は、患者
さん、その家族、そして病院で働く人々にとっても必要な
のではないかと問いかけられました。

シンポジウム「いま知りたい臨床宗教師」
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左から、三宅師、松山師
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　シンポジウムの最後は、北海道東北臨床宗教師会代表の高
橋悦堂師のメッセージによって締め括られました。

　　　〔15頁からの続き〕

三宅大哲師
女川町曹洞宗照源寺副住職

(1)震災関連の特集はあまり見ていな
いのですが、震災の傷跡を報道するよう

な特集は私個人としては、もうあまり見たくないです。五年
目になって前向きな報道が増えてきたような印象は受けま
す。
(2)私自身はこの五年間で東京から拠点を宮城に移すといっ
た環境の変化はありましたが、内面的にも外面的にもあまり
変わったとは思っていません。昔も今も、目の前にある自分
にできる事をやるだけだと思っています（震災以降の様々な
変化に自分の気持ちが追い付いていないのだと思います。復
興も進んでいるとはいえまだ何年もかかるもので、環境が変
わりすぎて何が変わったのか良く解らないような感じかもし
れません）。ただ、震災を通して、死者をとても身近に感じ
られるようになったという事は内面的な変化でしょうか。死
者を身近にというのは、亡くなった方が多すぎて、今現在自

分の中で感覚として生者と死者の境界線が曖昧になっている
ような感じです。町内の顔見知りの方が多く亡くなったの
で、身近な死者が多いからだと思います。

(3)この五年間で、かさ上げ工事、居住区の移転等、地域住
民さん方の環境は大きく変わっています。そのような点で言
えば、終わってはいませんが復興は進んでいると思います。
(4)今後世代交代、人口減少に伴い、お寺のあり方は今まで
とは変わってくると思いますが、どのように変わっていくか
はよく分からないです。ただ、檀家さんという括りの中だけ
ではなく、寺院を地域の人が集える場所にしていきたいとい
う思いは持っています。

酒井禅悦師

南三陸町曹洞宗金秀寺副住職

(1)地震津波の映像を目にするたび
に、涙が自然と流れている状態でし

た。なるべく見ない様にと思っていまし
たが…近所の方、街の方が時々インタビューなどに出ていた
のでつい見入ってしまうなんて状態でした。ただ、報道の仕
方は、「アノ時」で止まっていると感じました。【例】津波
は、ここまで来ましたとか、私はこうして助かりましたと
か、同じことの繰り返しでしかない。
(2)改めて、自分の立場（役目）は、何なのか？を考えさせ
られ、今やるべきことを感じ、自分なりに行動に移せるよう
になった。外部の方々と（海外も含め）の関わり合いが、い
かに大切であるかを感じた。真剣にコミュニケーション（語
学力）の、重要性を感じた。家に（日本）居ても英語が必要
だ。今更、始まったことじゃないですが…新たな取り組みを
してます。
　　web金秀寺（南三陸町）　http://kinshuji.com
　気軽に遊びに行けるココロの休憩所？みたいな感じを目指
して、最終的には…観てくれて興味を持ってくれた方々が、
東北へ足を運んでくれたらいいなぁ～と思っています。
(3)人のモノ（財力）への執着心が、凄いと感じた。【例】
バーゲンセールで自分に合わないモノでも手に入れる？的
な。街の復興は、日々進んでいると感じますがそこに住む人
のココロの復興は、まだまだ先です。
(4)お寺は、基本的に受身で生産するモノ（収入）がありま
せん。寺自体の格差もあり、一般的には坊主丸儲け？と思わ
れがちで、特に田舎町は小さなお寺が沢山あり檀家さんが寺
を守ってくれているが…今後、団塊の世代で（人生逃げ切り
世代と表現させてもらうが）10～20年は、今のまま？しか
し、コノ方々が亡くなり、それを看取る子ども世代の懐具合
が厳しい状態なので、今までのお寺のやり方では、寺を維持
することが困難になりそうです。時代の流れ、地域の伝統を
守りながら変化していくと思ってます。

岡部健先生は、これからを担う若い宗教者が社会に
向きあうことを期待して、こんなことをおっしゃっていま
した。
「医療や宗教の連携だなんて言ってるけれども、まず何よ
りも大切なのは、一人一人がお互いに信頼し、尊敬しあっ
て、結びついていくことだ。そっから、あんたら宗教者と
俺たち医療者が手を結んでいけるんだから、まずは、いっ
ぱいやるべ。」
　若い人が多い臨床宗教師ですが、皆さんと一緒に悩みな
がら前に進んでいく宗教者たちです。臨床宗教師とは何か
知っていただき、選択肢のひとつに加えていただきたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　（高橋悦堂）

特集：東日本大震災五周年 (2)



実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

Newsletter
 19

研修最終日の「振り返り」、その後
お寄せいただいたコメントからご紹
介します。

中村直美（真宗大谷派）

まず、ホームでの
活動について。沼
口医院の実習で沢
山の家庭訪問に同
行させて頂き、超
高齢化多死社会の
厳しい現実を目の当
たりにしショックを受けると同時に、
そのような中で、大いなるものとの
〈垂直の関係〉が確立している方々の
強さ明るさにも出会った。また、患者
さん達が、臨床宗教師をも含む多角的
な医療・看護・介護スタッフ、かつ新
設のメディカルシェアハウスに代表さ
れるような地域的なネットワークの場
といった〈横の関係性〉の中で具体的
な安心や希望を見いだしておられるこ
とにも触れた。〈垂直の関係〉と〈横
の関係性〉の構築が人を救う、気付い
てみればそれは、寺という「場」が担
うべき大切な使命だ。①一人独りの
「私」と「仏」、そして②仲間、その
２つの関係を紡いでいくこと̶この明
確な柱（ビジョン）によって現在進行
中の寺院活動のすべてが、私の中で一
つに統合化された。念仏を勧め、寺の
集いにお誘いをする声に、是非とも生
老病死を生き抜く帰依所をとの思い
で、自然と熱がこもる次第だ。
　 次に、アウェイでの活動。既に活動
している緩和ケア病棟やグリーフケア
の現場には、色々な価値観を持つスタ
ッフや患者さん・相談者が集ってい
る。研修では、様々な価値を認め尊重
することはもとより、人は厳密な教義

の理解によって救われるというより、
多くの場合、文化や伝統、先達の生き
る姿を通して身にしみている習慣や具
体性のある教えの上に安らぎや希望を
見いだすのだということを学ばせて頂
いた。その学びを、すべての活動にお
いて生かしていきたい。
　 また、新しく近隣の特養での活動
（僧侶が、希望される入居者の個別的
なケアに携わる）を切り開きたいと、
研修参加前から考えていた。これは、
個人的な活動に留めずに、ケアに携わ
る僧侶の数や施設の数の広がりを願っ
てのことであったが、本当に広がりを
持つものとしていく為には、漠然とし
た願い方では成し遂げられないものだ
ということを、この研修を通して痛感
させられた。この臨床宗教師研修その
ものも、また沼口医院で繰り広げられ
ている老病死への寄り添いも、まさ
に、明確なビジョン・願いのもとに心
熱き人々が結集して展開している組織
的・実践的な取り組みだ。地域での広
がりについて自分に何ができる
か・・・まだまだ未知数だが、相談で
きる心強い師と友をこの度 得たこと
が、まずは私の第一歩だと思ってい
る。
　 最後に、己について。自己発見・自
己開発がエンドレスであることを身を
以て知った。他者と深く関わろうとす
るときの当然の責任として、自己チェ
ック・自己研鑽を続けていかねばなら
ない。身近な活動の展開と並行して、
近隣地区でのフォローアップ研修への
参加を、細く（無理無く）長く続けて
いこうと思う。
　熱く深い感謝・・・合掌しつつ。

東谷宗弘（臨済宗大徳寺派）

私のような未熟者に
受講のご縁を頂けた
ことに感謝し、講師
の先生方や運営に携
わった多くのスタッ
フ、研修修了者の皆
様にお礼申し上げま
す。
　 私が研修で一番の発見をした授業
は、会話記録のグループワークでし
た。研修初日のオリエンテーション

で、1.多様な価値観を認める、2.自分
自身を見つめる、という大きな目標を
頂きました。私にとっては特に二つ目
の目標がいかに難しく、また傾聴など
の他者理解に当ってとても大切なもの
であることをこのワークによって思い
知らされました。
元々私には、感情を素直に表現せず

に言い訳や理由を先に話してしまう
「癖」があることに気づいてはいまし
た。例えば嬉しかったら素直にありが
とう、というべき時でも、オブラート
で包むような表現や言い訳みたいな説
明をしてしまうところがありました。
　ワークの中で、「今どういう気持で
すか？」と問われても、感情に蓋をし
てしまい、つまらない説明のような言
葉しか口にできない自分に気づきまし
た。ワークの最後で同じグループの方
のお父様が亡くなられる直前に、お父
様の人生についてお二人で素直に話さ
れたというお話しを聴きながら「あ
ぁ、うらやましいなぁ。」と思いまし
た。自分の心の中を覗いていくと、今
まで自分の親と心からの本音で語りあ
ったことがない自分に気づきました。
　そして思春期から社会人のある時期
まで、自分の感情に蓋をして、表面的
な表現で過ごしてきたことに改めて気
づきました。思春期の頃に「自分を守
る術」として勝手に思い込み身に着け
た方法が、40半ばの今に至るまでずっ
と頑固な鎧となって、素直な感情表現
を妨げて他人とのコミュニケーション
の障害となっていたことを発見して愕
然としました。
　 この発見はこれから傾聴等の活動を
していくにあたってかけがえのないも
のになると思っています。私自身の一
つ一つの癖を見つめて解きほぐしてい
く契機を頂いたこと、また誰もが持っ
ている何気ない癖の一つ一つにその人
の人生の物語が詰まっていて、それを
感じ取り、読み取っていくことで相手
をより深く理解することにつながって
いくということを自分の実感として発
見できたことはとても大きな収穫でし
た。
　 正直に今の気持ちを言うと、研修が
終わった達成感とか安堵感はほとんど
なく、不安感が大きいです。どうやっ

研修受講者の声
（第８回臨床宗教師研修）



実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

20
 Newsletter

て地域で活動していくか、そもそも自
分に臨床宗教師を名乗り活動していく
資格があるのか？とにかく勇気と意思
を強く持って具体的に行動して、失敗
し反省しながらも一歩ずつ進んでいこ
うと気持ちを固めているところです。
　 未熟者ではございますが今後ともご
指導の程よろしくお願いいたします。

宗弘九拝

川窪由美子（高野山真言宗）

第８回臨床宗教師研
修に参加出来ました
こと感謝いたしま
す。緊張の中にも皆
様との出会いが何よ
り心強く充実した３
か月でした。
　 実習現場での傾聴や寄り添うことは
なかなか難しく、いざその場になると
戸惑いを隠せずにいました。また「会
話記録」のなかに、自分の信仰・価値
観が反映していることなど、無意識の
うちに自己の内面が表現されている事
に驚かされました。　
　 まだまだ課題は有りますが、研修で
の学びを生かしながら、九州臨床宗教
師会の「カフェ・デ・モンク」や研修
に参加し自己研鑽して行きたいと思い
ます。同時に地元での関わりを模索し
ながら。臨床宗教師として活動できる
様にしていきたいと思います。ありが
とうございました。

酒井介山（高野山真言宗）

祈りに満ちた時空間
と豊かな知的探求
心、そして宗教心と
良心によって緩やか
に統合された仲間
達。こんなにも素敵
な３か月をセットし、

提供してくださった東北大学の諸先生
と諸先輩にただただ感謝しています。
　 帰宅してヨーガしながら愚考してみ
ました。そこで見出したのは、利他行
に囚われた、自利欲の塊である自分で

あり、利他と自利は紙一重だという事
実であり、デクノボーになりきれない
自分でありました。そして対象者を敬
愛し尊重する究極の存在として、常不
軽菩薩があるとの谷山先生のお話しは
心に沁みました。
　 その延長上に、屑籠になれとか、仏
壇のご本尊だけではなく生きた人間を
拝めということの意味が、本当は深い
ものがあるのだと、いまごろ気付きま
した。
　 さて本年は古稀となり、お迎えが近
づいている私は、早く少しでも立派な
デクノボーとなり、あわよくば常不軽
菩薩の足下ににじり寄りたいものと念
じております。
これからは民生委員活動のなかに、臨
床宗教師としての役割を活かせない
か、自然体で少しく活動していこうと
思っています。また年末に、市ボラン
テイア・センターで医療センター希望
で倫理綱領等を持参して申し込んでき
ました。継続してできるところから、
地に足をつけて一歩ずつ歩いてまいり
ます。

長島美稚子（真宗大谷派）

私は、北陸内観研修
所を営み、さらに臨
床心理士としても活
動をしています。大
学時代に教師資格を
修得しましたが、宗
教者としての振る舞

いが今一つ分かりませんでした。
５年前に夫を亡くした時に、宗教者

であるにもかかわらず看取りがうまく
できずコンプレックスを持ち、自信を
失いました。この研修を受講して、宗
教者であっても「家族」の立場では悲
嘆が大きくて、他の役割ができないの
は当然であった。看取りの場に宗教者
が居る必要性を痛感するための大いな
る導きだった、と今は受け取められる
ようになりました。なぜなら「宗教と
は」の理論から実践まで一貫して学ば
せていただいたからです。
異宗教の方々の対話も有益でした。

特に、ユダヤ教の方が「電車などの人

混みにいる辛さ」の訴えが衝撃的でし
た。流浪の民の集団的悲嘆に、日本と
いう守られた国で育った私は言葉を失
い、一方でその方の透き通った目の碧
さが心に残りました。
スタッフの事務処理の速さ、丁寧な

応対も有難いものでした。課題は地域
で臨床宗教師をひろめる事です。ゆる
ゆると進めたいと思っています。

金　聖孝（在日大韓基督教会）

正直言いますと、
キリスト教の牧師
は僕一人だったの
で、アウェイ感を
感じていました。
経験のなかったお
寺での寝泊まりということも含めて緊
張していたんですけど、アウェイをホ
ームにしてやろうという気持を持たな
ばあかんかな、と考え方を変えて、日
常儀礼の勤行なども一生懸命やってみ
ました。やっていくと解放されていく
し、あるがままを積極的に受け入れ、
むしろアウェイを楽しもうという気持
ちになりました。実際、本堂での一泊
目はなかなか眠れなかったんですが
（笑）、なんだ寝れるじゃん、と。甲
子園で投げて阪神のバッターを抑えて
シーンとするのも気持ちいい（笑）。
　 病院でアウェイなのは仕方ない。そ
れを楽しむためには、押しつけではな
く、笑顔で挨拶をして、僕はお友達で
すよ、という姿勢でいきたいと思いま
す。でも実習の時に、あなたは笑顔の
練習は必要ないけど、もうちょっと人
の話を聞いたほうがいいと言われまし
た（笑）。すぐに反応するのではな
く、一回間を置いてから返せば、受け
入れられたと感じてもらえる。こうい
うことを家族友人など身近なところで
も心がけていくことが、臨床宗教師の
活動にも活かされていくのかな、と思
います。こういうことに気づかせてく
ださって、研修、出会ったすべての
人々に感謝しています。
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山下亮恂（天台宗）

研修を終えた感想と
して、まずはホッ
としております。
しかし、あまり達
成感がないのはま
だまだ日々の中で
研鑽していかなけれ

ばならないという事だろうと思ってお
ります。
　 私は震災の際、比叡山で修行中であ
り、何も出来ていなかったことがずっ
と心の片隅にあったのですが、今回の
研修のなかで、震災に遭われた方々の
お話を聞かさせていただいたことで、
自分なりに震災との折り合いをつける
きっかけとなり感謝しております。ま
た、研修で自分を見つめなおす中で、
自分が足りないもの、自分の弱い部分
といったものに気付かされ、ありがた
い経験をさせていただきました。
　 今後の抱負としては、まずは檀家さ
んへの傾聴を中心に、全国の多くの修
了生と連携しながら新しい現場を開拓
していければと思っております。今後
は、このお世話になった研修を裏方と
して支えていきたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。合掌

清水弘星（真言宗醍醐派）

今まで、宗教的ケア
ばかりしてきて、会
話の中で空間ができ
たときに待つことが
できませんでした。
自分から答えを出そ
うとしてしまってい
ました。今回、研修を

終えて、相手の方がしゃべるのを待つ
こと、その中で相手の方が気づかれる
ことの大切さを教えていただきまし
た。
　 ひとりでの活動ばかりしてきたの
で、 今後は臨床宗教師の集いなどに積
極的に参加して、横のつながり、連携
も大切にして活かしていけたらと考え
ています。

河本真德（立正佼成会）

研修冒頭に言われ
た「多様な価値観
を見つめる」「自
分自身を見つめ
る」ということを
課題に過ごしてき
ました。自分の感情

を見つめるということを意識すると、
他者の感情に気づくことができるとい
うことがわかりました。実習では厳し
いもののもありましたが、日常の会員
さんとの関わりの中で、それが活かせ
るようになったことは成果でした。一
方で、「～すべき」という自分の価値
観を他者に当てはめてしまいがちなと
ころがあるので、それを和らげていく
ことは課題だと感じています。そうい
う意識ができて、他者との関わりに幅
ができてきたと思います。すごく濃い
三ヶ月間でした。
　 今後の展開については、所属教団の
中で活かしていくとともに、臨床宗教
師としてどうするか、新しいネットワ
ークをいただいたので、みなさんと交
流させてもらいながら、じっくり考え
ていきたいと思っています。

木村天眞（曹洞宗）

約三カ月の研修を終
え て 感 じ た こ と
は、傾聴をする上
で、自己理解の大
切さである。それ
が他者理解に直結
するからだ。例え

ば、グループワークの
中の会話記録で発した言葉の裏側に、
どういった意図が込められているの
か。そこには人生観、宗教観、死生観
が関わっている。だからこそ、臨床宗
教師をする上で、自分自身をしっかり
理解しなくてはならない。
　今後の抱負については、諸事情によ
り環境が変わっての活動になります。
まず、新しい環境での宗教者としての
活動に専念し、春先までに近くの地域
包括ケアセンターに働き掛けながら近
くの病院や福祉施設などにパイプを繋

げて頂けるように取り組みたいと思い
ます。

武樋和嘉子（真宗大谷派）

人との出逢いに喜び
を得、そして、自分
との出逢いに驚く研
修となりました。臨
床宗教師という名称
に感じるように、宗
教師（宗教者）とし
て生きるとは？とい

う依り所の定まらない自分を感じてい
た最中での、ご縁のあった８期生での
研修でした。
　 自分自身を見つめる、どんなにあて
にならない自分であるかを知る、とい
う事は、真宗の教えでも繰り返し頂く
言葉ですが、紙の上だけでない研修を
体験して思った事は、自分の事が見え
てくると、自然と相手の事が見えてく
るのだ、という実感でした。逆に言え
ば、自分の姿の見えない者に、相手の
姿は見えるわけがない、という事でも
あります。相手の言葉を受けて、自分
の内に抱いた感情を見つめると、相手
の言葉の持つ本質、裏に潜んでいる本
音の感情が見えてくる、という、なん
とも不思議な感覚を抱きました。これ
から、また様々な現場で、沢山の出逢
いがある事と思います。いつも臨床宗
教師である必要はないのかもしれませ
ん。普段は、ただ人であり、人間とし
てお一人お一人との出逢いを大事に頂
いて行きたいと思っています。今後と
も、先生方、臨床宗教師の皆様、よろ
しくご指導ください。有難うございま
した。

服部あずさ（真宗大谷派）

『自分が患者になっ
た時に病院に…思い
を聴いてくれる宗教
者がいてくれたらと
いう願いが最初にあ
りました。それは苦
悩の現場に宗教者が
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佇んでいてほしいという願いです。金
田諦應さんの言われる、暇げな佇まい
の宗教者…それです。
　 しかしただ僧侶であるだけでは行動
のしようもなく、この臨床宗教師研修
に道を求めました。願っていた実践の
場で気付いたのは、この活動は一方通
行ではないということでした。話を聴
かせて頂いているこちら側も何かに気
づけとお出遇いさせて頂いているのだ
と思えたことです。お互い様お陰様の
出遇いをこれからも有り難く頂いてい
きたいと思います。
　 そして、この研修に参加したこと
で、先達の方々、一緒に学んだ同期、
研修でお世話になった方々、様々な出
会いがあり、点が線、面になり心強い
思いです。これからをじっくりゆっく
り丁寧に、辛くなった時は友の存在と
この研修への感謝の気持ちを思いだ
し、歩みを進めようと思います。有難
うございました。

読書案内
『ユマニチュード入門』本田美和子＋ロゼット・マレスコッティ＋イ
ヴ・ジネスト、医学書院、2160円
『ユマニチュード 認知症ケア最前線』NHK取材班＋望月健、角川書
店、864円  
　第９回臨床宗教師研修から、『ユマニチュード入門』
を課題図書に指定しています。この本は認知症の方を対
象としたケアの「技術」をわかりやすく説明したもので
す。ケアを受ける立場からすれば、見知らぬ人がいきな
り部屋に入ってくれば、それだけで恐怖を感じます。ま
してや無理やり引っ張られたり起こされたりしたら…。
そんな時間はケアする側にとってもストレスになり、自
己嫌悪に陥ったり、自分はケアに向いていないのだと悩
んだりします。しかし、問題はケアをする人の人格や人
柄にあるのではありません。誰にでも学ぶことができる「技術」を身につけれ
ば、ケアはずっと楽になり、お互いにとって気持ちの良い時間になります。本
書に書かれている、たとえば、介助の時には腕をつかむのではなく、下から手
を添えましょう、といった簡単なアドバイスはすぐに試すことができます。
　相手の顔を正面から見て目を合わせ、２秒以内に話しかけ
るといったことも、高齢者と話をする機会が多い臨床宗教師
には是非、確認してもらいたいことです。
　 「宗教者は、お説教は得意だけど話を聴くのは苦手だか
ら、まずは黙って待ちましょう。」という一種の決まり文句
があります。しかし、認知症ケアでは、むしろ逆の一面もあ
るようです。見慣れない人が黙ったまま目の前にいるのは不
安を増大させるので「実況中継」をするとよいとされていま
す。ドアをノックするところから始めて、逐一、自分が何を
しているのか相手に大きな声と身振りで伝えていくことが、安心感を与えるの
に有効です。「なぜか」ケアが得意な上手な人というのは、実は、自然に「技
術」が身についている人です。イラスト入りで見やすいのですが、あまりにも
シンプルなので、詳しい説明やエピソードが読みたい人には、NHK取材班によ
る新書『ユマニチュード　認知症ケア最前線』が読みやすいでしょう。

読書案内
谷山洋三著『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア―臨床宗教師の視点から』中外医学社 2016年3月　
2,808円

目次：0章 私の歩み／1章 臨床宗教師のモデル／2章 生活の中にある心のケア／3章 スピリチュ
アルケア／4章 宗教的資源を活用したケア／5章 臨床宗教師の可能性／6章 臨床宗教師の資質
　 スピリチュアルケア／宗教的ケアの概説書です。臨床宗教師研修で講義されている事柄がわ
かりやすくまとめられています。臨床宗教師は、自分が上手な聴き手であって、目の前の人の
ケアがうまくいっていればいいというだけではなく、他者に対して、とりわけ医療や福祉の専
門家に対して、臨床宗教師の特質を説明する機会が多いはずです。そんな時に、どのように自
分の言葉を鍛え、洗練させていくか。この本はよい対話の相手となるでしょう。
　 目次には出ていませんが、随所に「コラム」があります。その多くは、谷山先生が経験した
事例をもとにした「会話記録」とその考察です。フォローアップ研修などに提出する会話記録
の作成がどうしても苦手な人には、非常に便利な参考書となるはずです。０章は、「生育歴」
です。柔道部、生徒会長、合コン、新婚生活といった気になるキーワードがたくさん出てきま
す。谷山先生をもっと身近に知りたい方にとっても必携の教科書といえるでしょう。
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　今回３日間にわたって京都で行われたイベントを見学させ
ていただました。その貴重な経験についてレポートを書く
今、様々なことがたくさん頭に浮かんできます。たくさん感
動して学ばさせていただいた数々の思想の中から、最も心に
残ったことをレポートします。

１.　日本臨床宗教師会設立記念シンポジウム
　この３日間で私が一番心に強く感じたことは、多分出席さ
れている皆様も感じていたことではないでしょうか。それ
は、「繋がり」です。人と人の絆と繋がりの他に、自分たち
よりももっと大きくて清くて、それでいて何時でも何処でも
近くに感じられる「偉大な何か」との繋がりです。私たちは
皆、その何かに魅かれ、支えられているのかもしれません。
私はそのことに気づき、考え、そして心がいっぱいになりな
がら、歴史深い龍谷大学で、新しく設立された日本臨床宗教
師会を記念するシンポジウムに参加させていただきました。
　シンポジウムで私がまず最初に驚いて感動したのは、一番
目に発表された上智大学の高木慶子先生のことです。彼女の
素晴らしい発表内容のみならず、女性の宗教者を代表する偉
大な人物であることに感動しました。そのような立派な方
が、ご自身の信仰に関わるご来歴を正直にお話になられたこ
とにも感動しました。 そして、欧米ではずいぶん前から有
名でよく耳にしている「あしあと」(“Footprints”)と呼ばれ
る詩も紹介されました。私たち宗教者は、常に抱えている社
会的プレッシャーの中、決して独りでは与えられた使命を果
たすことはできないことを指摘されました。各自の使命を果
たすことの重さの他に、宗教関係者は皆、模範的な生活を保
つ責任と義務があり、それがゆえにお互いのサポート、そし
て「命の源」である自分たちより偉大な存在の恵みと力を必
要とすることを明らかにされました。私たちは決して独りで
はないことを常に覚えることの重要さ、それが私の心に最も
強く残りました。
　その後の発表でも、同じようなテーマが
私には聞こえてきました。特に私の心に留
まったのは、種智院大学の松本峰哲先生
が、臨床宗教師の各自のコネクションと相
互従属性を象徴するために取り上げたマン
ダラのイメージです。「私たち臨床宗教師

は、マンダラの中のたくさんの仏様のたった一人であって、
そしてまた一緒だから独りではない」ということをおっしゃ
っていたのを思い出します。私にとっては「あしあと」の寓
喩は聞き慣れてしまったので、この相互サポートを強調する
マンダラのイメージの方がより心に響きました。

２.第10回臨床宗教師フォローアップ研修
　 翌日は第10回臨床宗教師フォローアップ研修が清水寺で
行われました。ここでもまた、臨床宗教師育成制度の発達と
進歩の広さと速さに驚かされ、感動しました。欧米のチャプ
レンのプログラムに似た形の活動は日本でも10年ほど前か
らあることは聞いていましたが、ここまで発展しているとは
正直思ってはいませんでした。多くの臨床宗教教育関係者
は、この発展の速さと広さを、有名な国立大学である東北大
学の名の力と東北大学に関係する方々の努力の結果だと言い
ます。しかしこの日、その東北大学の教員の一人である谷山
洋三先生は、「それだけではないかもしれない」と言われま
した。先生もやはり、「自分たちよりもっと大きな何か」の
力を実感させられると、発表時に明かされました。

　
その「自分たちよりも大きな何か」には多数の名がありま
す。人々はそれを「神様、仏様、神々」、または「命の源、
先祖霊、大霊、大自然、愛」等と様々な名で呼んでいます。
私はシンポジウムに出席されているたくさんの方々を見回し
ながら、「ああ、皆さんもその大きな何かに魅かれ、動かさ
れ、自分の生きる目的と使命を歩んでこられたのだな」と思
いました。その「使命」とは、決して簡単に受け入れられる

日本臨床宗教師会設立記念シンポジウム
（＋関連イベント）見学レポート

   モトサンチェズ・ミカ
  　　　神学修士、米国チャプレン資格認定
  　ウエスト大学大学院宗教学博士号候補者

Micka Moto-Sanchez, M.Div., BCC, PhD candidate 
(ABD) at University of the West

第10回フォローアップ研修プログラム
2016年2月29日　清水寺大講堂

　　1. 講話　森清範師（清水寺貫主）
      2. 説明会「日本臨床宗教師会について」
          谷山洋三（東北大学実践宗教学寄附講座）
      3. 講義「倫理綱領と倫理ガイドライン」
　       大村哲夫（東北大学）
      4. 活動報告
      5. 会話記録検討会
主催：日本臨床宗教師会、東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座、龍
谷大学実践真宗学研究科、臨床宗教教育ネットワーク
協力：愛知学院大学文学研究科、高野山大学臨床宗教教養講座、種智院
大学臨床密教センター、上智大学グリーフケア研究所、鶴見大学先制医
療研究センター、日本スピリチュアルケアワーカー協会、武蔵野大学仏
教文化研究所
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ことではなく、「苦難されている人と寄り添って、死と生に
関する答えのない疑問に対する答えを共に探していく」とい
う地味で大変な生活をする覚悟を必要とすることです。私自
身、その使命を与える大きな何かを「大慈悲心」(the spirit 
of Great Compassion) と呼んでおり、人を助けたいという
その心が私たちを統一して、癒しのマンダラのようにここに
集めているのではないかと思います。 私がこのシンポジウ
ムで感じた「慈悲心」(compassion) は圧倒的で、今まで経
験してきた中で最も清く美しい聖地に立たせていただいたよ
うな気分でした。

3. 京都いのちの日シンポジウム
　最後に、三日目に行われたシンポジウムは、京都市が提供
したイベントで、テーマは自殺防止対策でした。「自殺」と
いう主題は、身近に経験したことなので、辛い思い出があり
ます。先生方の話を聞きながら、苦しんだ時期のことを思い
出しました。でもそのような経験が身近にあったことを恥ず
かしいとは思いません。むしろ、今では誇りに思えます。辛
い経験があったからこそ、芯がより強くなり、チャプレンに
必要な要素を育成して来れたと思います。また、満員の会場
を見渡しながら、この出席者の一人一人が各自経験してきた
ことから、このようにシンポジウムに話を聞きに来て、なん
とか自殺までに追い詰めた辛い悲しみを抱えている人たちの
「力になりたい、救いたい」という気持ちを持っていらしゃ
るのだろうか、と思いました。そう思うと、またして「大慈
悲心のつながり」を感じさせられました
　シンポジウムの最後の発表者は、私が最も楽しみにしてい
た金田諦應先生でした。前から素晴らしい方であることは存
じていましたが、お話を聞いてより尊敬しました。それは話
の内容も素晴らしかったのですが、その他に、彼の声や言葉
の中から彼の人柄と「大慈悲心」を感じられたからです。宗
教者として、一人の人間として、そして愛する東北の地元の
一員として、東北とその人々を深く愛されていることが、彼
から伝わってきました。それは彼自身、たくさんの辛い苦し
みを乗り越えて、また苦難を乗り越える援助を人に捧げてこ
られたからだと思います。津波の被害からは、想像できない
ような苦難を目にし、栗原の住民だけでなく、東北のあらゆ
る被害地の人々に菩薩のように安らぎの手を差し伸べる努力
をしてこられたのかと考えると、涙が出そうでした。
　多分、あらゆる考えや世界観を持っている人々に対応して
こられたせいか、彼の「臨床宗教師とは何か」という説明が
とても的確だと、私は感心しました。彼は、カフェデモンク
に出ている時は、自分は「無宗教者の宗教の宗教者」だと言
われました。その「無宗教者の宗教の宗教者」というフレー
ズを数回口にされたことを覚えています。「無宗教者」とは
決して「無神論者」ではなくて、むしろ「多宗教者」である
場合が多々有ります。ほとんどの日本人の場合は特にそうで
あるし、私自身の限られた経験からも、アメリカ人のほとん
どがそうではないかと思われます。このような観点からいう
と、金田先生のフレーズは臨床宗教師について的確だと思い
ました。

　パネルディスカッションの時に一点だけ少し残念に思った
ことがあります。この点は、これから臨床宗教師育成に当た
って大切なことと思われるので、このレポートに含めたいと
思います。それは臨床宗教師、及び宗教者一般にとって一番
重視されるべき、「セルフケア」のことです。プレゼンター
の一人で、精神科医の香山リカ先生が、臨床宗教師自身の
「共感疲労」(“compassion fatigue”) と疲れの癒やしについ
てお聞きになったところ、金田先生は疲れ切ってしまって１
年ほど休養されたことをお答えになられました。もう一度香
山先生がそのことについてお聞きになったのですが、１年休
養されたこと以外、癒やしの内容などは明らかにされません
でした。
　医療や精神病理学の分野では、専門家達自身の身体・精神
的疲労やケアの必要性と方法などが頻繁に取り上げられてい
ますが、何故か宗教者のうちでは必要性がまだあまり認めら
れていないようです。これは、変えなければいけないことだ
と私は思います。臨床宗教師の育成を考える際、自分をまず
一人の壊れやすい人間と認め、自分を慈悲の心で受け止める
ことを教えることは、最も重要なことだと思います。私たち
は宗教者である前に、一人の人間で家族の一員です。自分自
身が滅びてしまうと、周りの人を助けるどころか迷惑になっ
てしまいます。それだからこそ、臨床宗教師同士の支えと助
け合いがもっと重視されるべきだと思います。私たちは 大
勢の中のたった一人だけど、決して独りではない。癒やしの
マンダラの中で「大きな何か」とお互いにずっと繋がってい
るのですから。

いのちの日シンポジウムに先だって行われた宗教者によるLIFE 
WALK。西本願寺から、シンポ会場となった龍谷大学アバンティ響
都ホールまで行進した。
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全国６ブロックに存在する各地方の臨床宗教師会は、東北
大学、龍谷大学などで臨床宗教師研修を了えた宗教者を中
心とするネットワークです。フォローアップ研修など継続
的な学びの機会を設けるとともに、傾聴カフェの運営など
各種催しの企画も行なっています。

北海道東北臨床宗教師会
発足2年目となる27年度後半はさまざまな動きがありまし

た。組織の体制を整え第1回総会を実施したことに始まり、
大学と共催で公開シンポジウム、および東北フォローアップ
研修を開催できました。特にシンポジウムは仙台近郊を中心
に200名近い参加者を集め（うち3割が医療関係者）、『仙
台経済界』（2016年1-2月号）、河北新報（2015年12月16
日）、中外日報（2016年1月20日）で報道されました。何も
かも初めて尽くしで不慣れなことばかりでしたが、諸先生方
のご協力を頂きながら会員が力を合わせ、充実した活動がで
きたと思います。心より感謝申し上げます。
一方で谷山先生・大村先生のお力添えのもと、自主的な

会話記録検討会も継続しています。
 今年度も大きな行事としては第2回総会、第2回東北フォロ
ーアップ研修の開催、そして詳細は現時点で未定ですが第2
回シンポジウムも計画中です。会員相互の経験をシェアす
る勉強会も予定しています。また引き続き、東北大学臨床
宗教師研修9期、10期への参加協力もさせていただきます。

（天野和公）

●運営会議
11月2日（第7回）：東北大学内　6名
2月8日（第8回）：洞林寺　4名
4月1日（28年度第1回）：洞林寺　7名
●会話記録検討会：東北大学実践宗教学研究室
・11月5日（第5回）（SV2　C3）
・1月7日（第6回）（SV2　C5　G1）SV（スーパーヴァイ
ザー）、C（臨床宗教師）、G（ゲスト）
28年度の開催予定
5月19日、7月7日、9月1日、12月8日、2月2日。全5回。全
て木曜日19：00-20：30、各回2名の発表を予定。
●勉強会（予定）
6月13日（月）17：00-18：30：洞林寺

●総会
第1回総会
11月11日（水）19：00～：仙台富沢キリスト教会

第2回総会（予定）
6月13日（月）18：30～：洞林寺 

●シンポジウム（共催）
『いま知りたい臨床宗教師』
　12月6日（日）14：00-17：30
　東北大学川内南キャンパス
・次回シンポジウムも計画中

●フォローアップ研修（実践宗教学寄附講座共催）
・第1回東北フォローアップ研修：蓮光寺
　12月６日（日）　
・日常儀礼 真宗（天野和公師、齋藤勝師）
・懇親会
　12時７日（月）
・日常儀礼 曹洞宗（瀧田一成師、真如晃人師）
・講義　谷山洋三氏「ガイドラインについて」
・活動報告　参加者全員（司会　髙橋悦堂師）
・会話記録検討会　SV 谷山准教授、大村助教、髙橋師
・日常儀礼 キリスト教（阿部頌栄師、中村博武師）
・記念撮影

・第2回東北フォローアップ研修
　10月予定：会場未定
●電話相談
　心の相談室の宗教者による電話相談への運営協力
　2016年04月13日より再開
　毎月第2､第4水曜日15:00～21:00

各地の動き

各地の臨床宗教師会の動向

各地の動き
臨
床
宗教師会の活動報告
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関東臨床宗教師会
　昨年の10月以降大きな動きはありませんでしたが、5月に
は関東の臨床宗教師を集めての懇親会、そして６月には総会
と、大きく動き出す準備をしております。また、会員の中に
は、「東京ビハーラ」を自主的に開催するものもおります。
　また、埼玉県の緩和ケア病棟の医師、看護師からご縁を頂
戴し、その地域の医療者（主には看護師）と臨床宗教師の懇
親を深めるために二か月に一度、勉強会を開催することにな
りました。

●2015年10月23日（金）　「今後の具体的活動について」
会　場：東京都内 貸し会議室
参加者：臨床宗教師7名、オブザーバー1名

●2015年12月10日（木）「会の規約、役員人事について」
会　場：鶴見大学
参加者：臨床宗教師9名、オブザーバー3名、見学2名

【次回予定】
・5月17日（月）19時より　会議
・6月27日（月）19時より　総会

【カフェデモンク】
● 2016年1月16日（土）
会　場：三田高野山弘法寺龍生院

中部臨床宗教師会
中部臨床宗教師会 第１回フォローアップ研修

●2015年12月26日（土）16時～21時
■フォローアップ研修（中部第1回）
会場：沼口医院メディカルシェアハウス・アミターバ
参加者：14名（臨床宗教師9、スピリチュアルケア師1、ス
ーパーヴァイザー4）
内訳：五辻文昭(4期)　
森田恭一郎(4期)　 田中
至道(5期)　 野々目月泉
(5期)　 坂野大徹(7期)　
倉田恒雄(7期) 鷲尾千賀
子(7期)　 服部あずさ(8
期)　武藤隆広(龍大1期)　
不破英明(スピリチュア
ルケア師)　沼口諭

ＳＶ：谷山洋三、大村哲夫、大下大圓、（敬称略）
内容：講義「日本臨床宗教師会について」「臨床宗教師倫理
綱要及び倫理規約について」 (谷山洋三)
・報告(五辻文昭中部臨床宗教師会会長): 会則制定、銀行口
座開設、役員決定等
・活動報告(各参加者) ・会話記録検討会・懇親会

中部臨床宗教師会　第2回フォローアップ研修 
●2016年1月23日（土）16時 ～ 21時
■フォローアップ研修（中部第2回）
会場：沼口医院メディカルシェアハウス・アミターバ
参加者：10名：森田恭一郎(4期)　田中至道(5期)　野々目月
泉(5期)　坂野大徹(7期) 倉田恒雄(7期) 服部あずさ(8期)　武
藤隆広(龍大1期) 不破英明(スピリチュアルケア師) 沼口諭　
（敬称略）
SV：大下大圓先生
内容：講義「臨床宗教師とスピリチュアルケア～傾聴のコツ　
転移と逆転移」（大下大圓先生）
・活動報告(各参加者) 
・会話記録検討会（会話記録提出者　森田、坂野　倉田、服
部、武藤）　

中部臨床宗教師会　第３回フォローアップ研修
●2016年3月2日（土）16時30分 ～ 18時
■フォローアップ研修（中部第3回）
会場：沼口医院メディカルシェアハウス・アミターバ
参加者：7名：五辻文昭(4期)　森田恭一郎(4期)　田中至道(5
期)　野々目月泉(5期)　倉田恒雄(7期) 服部あずさ(8期)　武
藤隆広(龍大1期) 　沼口諭（敬称略）
SV：大村哲夫先生
内容：講義「医療・介護の臨床心理～プロフェッショナルな
関わり方を意識する～」（大村哲夫先生）

平成27年度 中部臨床宗教師会 第1回定例総会
●2016年3月2日（土）18時50分～20時30分
会場：沼口医院メディカルシェアハウス・アミターバ
参加者：7名：五辻文昭(4期)　森田恭一郎(4期)　田中至道(5
期)　野々目月泉(5期) 松本峰哲（6期）倉田恒雄(7期) 服部あ
ずさ(8期) 武藤隆広(龍大1期)  大村哲夫　沼口諭（敬称略）

新たに中部臨床宗教師会に入会したメンバーからの一言

「歩み」服部あずさ師
　 真宗大谷派の坊守です。第8期臨床宗教師研修を受けさせ
て頂き、中部臨床宗教師会にも参加させて頂くことを有り難
く感じております。フォローアップなど学びの継続、自分の
応答の振り返りを続けていくにあたり、地域に信頼できる先
輩方がいて下さることは心強いかぎりです。今は医療の現場
で傾聴ボランティア、電話相談員をしております。今まで
点、線だった歩みに人が人を繋げ広がっていく実感と同時に
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水面下の自分の発見も頂け有難い日々です。世間になじむ宗
教者、公の場に自然に目に入る日を目指し、宜しくお願いい
たします。

「智慧と慈悲」中村直美師
　研修を終了して半年足らず。この間に私は、深い智慧に依
らない安易な寄り添いは、時として害にも成り得るという痛
い経験を致しました。宗教色を持ち込まないことが約束のボ
ランティア活動の現場での出来事です。翻って宗教師として
の活動では、苦悩に向き合うお互いが神仏を敬うことを大前
提として関わり合います。そのことの意味を強く実感してい
るのが、研修後に臨床宗教師として迎えて頂いた特別養護老
人ホームでの活動です。ここでは、信仰がストレートに厳し
く問われます。またそれなくして人間の深い苦悩を越える道
は無いという思いも新たにしております。自身を問う。人間
を問う。闇を照らす光に遇う。研鑽の継続は必須です。実習
でお世話になった沼口医院に事務局のある中部臨床宗教師会
のメンバーに加えて頂くことになり大変嬉しく思っておりま
す。研鑽の輪に仲間入りさせて下さい。よろしくお願い致し
ます。

「臨床宗教師研修を修了して」長島美稚子師
　 このたび、第8期臨床宗教師研修を修了し、中部臨床教師
会に入会させていただきました長島です。どうぞ、ご教授の
ほどよろしくお願い致します。故郷の富山県において、臨床
宗教師としての活動は模索中です。しかし、清水寺で開催さ
れたフォローアップ研修に参加して、自己研鑽を積み上げて
いきたいと意気込みだけは増しました。おりしも現在熊本地
震で多くの方々が被災されています。報道で、その様子を見
ると胸が痛みます。私自身に何ができるのかと、その問いに
揺れ動いております。できることを、一つずつしていきたい
と思います。

報道
2015年12月24日 テレビ東京アンサー「 特集 僧侶が走る！
新たな医療」
2016年 4月27日 毎日放送 VOICE「特集 人々に寄り添
う“臨床宗教師”超高齢社会日本・宗教者の新たな試みとは」

医療法人徳養会沼口医院第一回偲ぶ会
　 2016年3月19日、長年在宅への訪問診療に関わってこら
れた沼口院長の強い意向を受け、臨床宗教師室が企画、立案
して第一回目の偲ぶ会を無事執り行うことができました。
　 年明け1月初めの全体ミーティングに臨床宗教師室からコ
ンセプトや概要を上程、沼口医院全体としての催事となる事
を各部署に確認し他医療施設で遺族会を経験済みだった宗教
師室が叩き台を作りプロジェクトを進めていくことになりま
した。春のお彼岸月に期日を決定、準備を進めました。直近
の半年間にお看取りした方は避け、ほぼ2年前からの120名
程の方のご遺族あてに2月上旬に案内状発送完了。問い合わ
せについては、前看護師長に一元化し引き受けて頂きまし
た。出席返事の数が読めず、人数次第で会場も変わり病院の

事務局長には前日まで器物の設定にお世話になりました。ま
た、中部臨床宗教師会はボランティアの皆様と共にご遺族の
案内、ティーサービスの実施、語らいの時間には６人×６卓
のテーブルに随時座って頂き、各テーブルに1名ずつついた
病院スタッフのファシリテーターの補助をして頂きました。
ご遺族の出席者総数36名、話が盛り上がり割れんばかりの
話し声で、かたやお耳の遠い高齢者もいらっしゃって次回は
臨床宗教師も1人～2人固定で付いて欲しいとの要望が出て
います。お彼岸時期なのでなかなか宗教者の参加は厳しいの
ですが秋の部は早くも日時(2016/9/22)が決まっています。
今回の出席者は、松本峰哲師、坂野大徹師、スピリチュアル
ケア師不破英明師、9期研修予定隠一哉さん、田中至道師、
野々目の６名でした。
　春の嵐が吹き荒れる中、ボランティアの佐々木さんが飾っ
て下さった大花立の春の花が迎え、定刻にはご遺族の皆様に
はすっかりお集まりいただいて受付には列ができます。久し
ぶりの出会いに感極まってあちこちで担当看護師と涙の再
会。沼口先生を遠くから見つけて駆け寄って来られる方、輪
が幾重にもできて、もう何年も経っているのについ昨日のこ
とのように思えると、会が始まる前にすっかり打ち解けたご
様子の皆様でした。
 会は、田中師の司会・進行で進められ、院長の挨拶、そして
日常の訪問診療や訪問看護の光景を8分程にまとめたスライ
ドショーがあり、ケアマネ一押しのBGMがまたよくマッチし
ていて、それぞれご家庭での情景を思い出されるのか涙を拭
われる方も多くありました。その後各テーブル毎の語らいの
時間となり、受付で前もってうかがっていた注文に合わせて
ティーサービスが行われました。沼口院長夫人をはじめボラ
ンティアさんに大変効率よく準備して頂き助かりました。地
元銘菓2種は式次第、アミターバ理念、院長の言葉、千の風
になっての歌詞カードなどの配布物や記念品の檜の枡、入居
者さん手折の折鶴などと一緒に始めからテーブルに並べて置
かれました。語らいに合わせて院長が各テーブルを回り、お
一人お一人と言葉を交わされるとまた皆さん涙。先生を掴ん
で離さないご遺族を前に、押している時間が気になりながら
とても声をかけられないスタッフ、感動が広がります。

　半時間ほど経過したところで欠席の方からの返信の紹介が
あり、最後の時期に出会わさせていただいてよかった、いつ
までも忘れませんと感謝の言葉が紹介され関わった訪問看護
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師は勿論、皆同じ思いでご遺族の皆さんは大きく頷かれ聞い
ていらっしゃいました。1時間をみていた話し合いの時間は
あっという間に過ぎ、入居者のお孫さんのオペラ歌手が3曲
を熱唱。最後は全員で「千の風になって」を合唱し、いつま
でも拍手が鳴り止みませんでした。その後病院スタッフのあ
いさつと、ご遺族からの挨拶となり無事終了しましたが、退
出が進みません。懐かしくって、嬉しくって、涙、涙で見て
いるこちらもまた涙。偲ぶ会のご案内は1度だけが通例なの
ですが、ぜひまた呼んでね、とか次はいつ？と聞かれる方が
後を絶たず、遺族が運営する日常的な遺族会のようなものに
移行してカフェデモンクのボランティアなどに繋がっていけ
ばとも感じました。
 病院スタッフからも、次は病院全体の行事としてスタッフ
全員の参加を目指して(今回は訪問看護師中心に12名参加)、
といった前向きの発言も出ています。反省点も多くありまし
たが、嬉しい反応でした。遺族の方はもちろんですが医師を
はじめとして看護や介護に当たったすべての病院スタッフの
グリーフケアになることを皆が確信したように思います。そ
れぞれが自分の仕事に自信を持ち背筋を伸ばし明日からもま
た日々の仕事に取り組んでいける、そんなモチベーションの
高揚にも役立った偲ぶ会となり、撤収しても遅くまでナース
ステーションに皆さん残っていらっしゃいました。

(報告:野々目)

関西臨床宗教師会
●カフェ・デ・モンク
救世軍鶴橋分隊会館
（大阪市生野区鶴橋
5-19-13）を会場に
「カフェ・デ・モンク
関西」を次のとおり開
催した。
第1回　 2015年10月
30日、第2回　11月20日、第3回12月11日、第4回　2016年
1月29日、第5回　2月19日、第6回　3月18日

●フォローアップ研修
第2回　2015年11月27日
会場：法華宗陣門流心城院（京都市上京区北之辺町394）
参加者：研修生　7人、SV　2人（谷山、打本）

中国地方臨床宗教師会
●例会
日時：2016年4月7日
会場：臨済宗普賢寺
参加人数：４人
●テレビ出演
Ｋビジョン（2016年2月1
日～2月7日）
「あなたに会いたい」普賢寺 
副住職／臨床宗教師 桝野統胤さん

九州臨床宗教師会
●2015年11月1日（日）、2日（月） 
・カルト学習会　（会場：久留米市円行寺）　　
　講師　青木歳男弁護士「カルトにおける被害について」
●2016年2月6日（土） 
・九州臨床宗教師会公開講座　（会場：菊南病院）
「お坊さんと牧師さんがいる新たな医療」
　講師　谷山洋三先生「臨床宗教師と地域連携」

※菊南病院は宗教を母体としない一般の
病院ですが、4月から臨床宗教師として
僧侶と牧師を医療スタッフの一員として迎えることを決めま
した。この公開講座はそれに先立って病院スタッフ、利用者
など約100人が参加し、グループワークも行われました。

・九州臨床宗教師会総会　（会場：菊南病院）

       
●2016年3月11日（金）
  東日本大震災追悼の祈り（会場：日本福音ルーテル大江教会）
●2016年4月23日（土）
　会議　（会場：日本福音ルーテル大江教会）
         「会運営の在り方について」
　　　「熊本地震被災者支援について」　
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●カフェ・デ・モンク（通常）
 会場：日本福音ルーテル大江教会
　10月17日（土）13:30-16:00
　12月 5日（土） 13:30-16:00　
　 ２月20日（土） 13:30-16:00
 　4月23日（土） 13:30-16:00 

●カフェ・デ・モンク（被災地）
・グランメッセ熊本（益城町）
　4月28日、29日、5月2日、4日
・宇城市水晶苑
　4月29日
※今後、当面はグランメッセを中心に、５月中旬以降からは
益城町総合体育館を拠点に開いていく予定です。

震災直後にも発行が続けられている九州臨床宗教師会会報
（『こんね！カフェ・デ・モンク in くまもと』）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

活動報告
《2016年度前期開講科目》
授業名：臨床死生学
担当者：谷山洋三
内容：(1)医療・福祉の臨床における死に関する諸問題について考え
る。(2)様々な死生観を通して自分自身の死生観を涵養する。
授業名：宗教と心理(1)
担当者：高橋原
内容： 宗教心理学の学説と研究対象のあらまし
授業名：ケアの視点からの死生学
担当者：高橋原・谷山洋三
内容：『ケア従事者のための死生学』を宗教の視点で講読する。
《発表・講演》
2015年10月3日 鈴木岩弓「震災被災地から超高齢多死社会へ」
公開シンポジウム「死の受容の最前線」岡山大学
10月4日 谷山洋三「死者に向き合うスピリチュアリティ」日本
質的心理学会第12回大会　実行委員会企画シンポジウム「災害に
よる傷跡とレジリエンス　 ―東北における、あるいは東北につい
ての対話」宮城教育大学 
10月10日 高橋原「実践宗教学寄附講座の設置と歩み～臨床宗教
師養成の取組み～」東北大学文学部同窓会ミニ講演会、於川内北
キャンパスマルチメディア研究棟6F大ホール
10月11日 糸山公照・益永佳予子・後藤慶次・谷山洋三「在宅緩
和ケアチームにおける臨床宗教師の介入事例　 ―宗教的ケアによ
る死の不安と孤独感の軽減―」(ポスター発表)第39回日本死の臨
床研究会年次大会、長良川国際会議場
10月13日 鈴木岩弓「災害と”死者の記憶”―東日本大震災を事例
に―」リーディング大学院「実践的防災学３」
10月16日 鈴木岩弓「『臨床宗教師』の誕生とその展開―被災者
支援から超高齢多死社会へ―」第39回仙南外科談話会
10月17日 鈴木岩弓「葬送墓制からみた現代日本人の死生観」北
陸宗教文化学会
10月30日 高橋原「臨床宗教師養成の現状と課題」2015年度宮
城県宗教法人研修会、カトリック元寺小路教会
11月8日 得丸定子・谷山洋三・奥井一幾「喪失悲嘆ストレスケアと
しての経文音効果」第31回日本ストレス学会学術総会、杏林大学
11月8日 高橋原「臨床宗教師の取り組み̶理念と現状̶」がん
医療フォーラム仙台2015、仙台国際センター
11月12日 鈴木岩弓「東日本大震災にみる現代日本人の死者観念
―霊と肉と骨―」JEMA（全国環境マネジメント協会）
11月15日 谷山洋三・今井洋介・奥井一幾「経文聴取による喪失
悲嘆ストレスケア」第21回日本臨床死生学会大会、帝京科学大学
11月16日 谷山洋三「臨床宗教師の意味と役割」花園大学「仏教
と医療・福祉Ⅱ」「社会学」ゲスト講義
11月21日 谷山洋三「臨床宗教師の現状と課題」東洋英和女学院
大学死生学研究所・財団法人国際宗教研究所主催「生と死」研究
会第14回例会シンポジウム「生と死に寄り添う　 ―臨床と宗教
―」東洋英和女学院大学
11月28日 高橋原「死者の記憶と向き合う人々と宗教者の対応に
ついて」、シンポジウム「鎮魂・翻訳・記憶̶声にならない他者
の声を聴く」、国際日本文化研究センター

公民館避難されている御門徒さんのとこを回っています。
作業服を着て行ったら、

Ａ「あた、だれな？」
Ｋ「光照寺の若ぼんさんたい！」
Ａ「あらー。ぼんさんのかっこうしとらんとわからんたい！
（笑）」
Ｋ「坊さんのかっこうしてきたら、葬式のあったっかいって、心
配するどが！」（みな大爆笑）
Ａ「わたしゃ、家もつぶれ、仏壇もつぶれ、阿弥陀さんもつぶ
れ、墓までつぶれて、もう、死のごたる！」
Ｋ「死ぬな！今死なれたら困る！葬式するお寺もなか！入る墓も
なか！お参りいく仏壇もなか！」
Ａ「私ごたばあさんが生きとっても意味がなか～はよ～、死のご
たる・・・」
Ｋ「死ぬな！生きろ！大丈夫だけん！」
Ａ「だって、もうきつかもね～、もう死ぬ！」
Ｋ「死ぬな！っていいよるどが！聴いとると？」（みな大爆笑）
Ａ「ああもう、わかった！わかった！腹のいたかごつ笑ったけ
ん。生きとこうたい。死んだときはたのむばい！」
Ｋ「だけん、死ぬな！っていいよるどが！」（みな大爆笑）
Ａ「また、きて、はいよな！」
Ｋ「生きとるか、見に来るけん。生きとけ！」
Ａ「ほんなこつな～。ありがたや、ありがたや、なんまんだぶ、
なんまんだぶ～」

臨床宗教師糸山公照さんのFacebookより(2016/4/24)
仏壇処分の依頼も増えているそうです。
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12月2日 谷山洋三「臨床宗教師とスピリチュアルケア」横浜栄
共済病院講演会
12月6日 谷山洋三「臨床宗教師とスピリチュアルケア」、公開
シンポジウム「いま知りたい臨床宗教師」基調講演、東北大学
川内南キャンパス
12月12日 谷山洋三「スピリチュアルケアと臨床宗教師」「グ
リーフケアと宗教」「スピリチュアルなセルフケア」、仙台グ
リーフケア研究会「グリーフケア担い手養成講座」第1期第3
講、仙台医師会館
2016年1月16日 谷山洋三「臨床宗教師とスピリチュアルケ
ア」ロゴス研究会、カトリック仙台北教会
1月29日 鈴木岩弓（インタビュー）「被災地から広がる『臨床
宗教師』の試み」『読売クオータリー』No.36，読売新聞東京
本社調査研究本部，pp.44-50
2月16日 谷山洋三「こころとからだをリフレッシュする　～お
坊さんの方法～」、気仙沼市主催、気仙沼地域交流会「心カフ
ェ」、気仙沼市民健康管理センター「すこやか」
2月6日 谷山洋三「臨床宗教師と地域連携」臨床宗教師公開講
座 in 菊南病院「お坊さんと牧師さんのいる新たな医療：いの
ちのケア教育講演」
高橋原 2月6日「宗教者による支援の意味」がん哲学外来メデ
ィカルカフェ in 仙台、スヴェンソン仙台支店
2月20日 鈴木岩弓「死者を忘れない―“死者の記憶”保持のメカ
ニズム―」公開シンポジウム「イエ亡き時代の死者のゆくえ」
東京都青山葬儀所
2月24日 鈴木岩弓「死者と生者の接点」東日本大震災5年緊急
シンポジウム「霊性を読み解く―タクシーの幽霊現象の反響と
課題―」東北学院大学震災学検討委員会
2月28日 鈴木岩弓「日本臨床宗教師会設立の経緯―被災者支援
から超高齢多死社会へ―」日本臨床宗教師会設立記念シンポジ
ウム，龍谷大学
2月28日 谷山洋三「東北大学実践宗教学寄附講座による臨床宗
教師研修」日本臨床宗教師会設立記念シンポジウム「各大学の
臨床宗教教育」、龍谷大学
3月9日 谷山洋三「臨床宗教師の理念と倫理」「スピリチュア
ルケアと宗教的ケア」全真言宗青年連盟災害救援研修会、高野
山東京別院
3月12日 鈴木岩弓「死者は忘れられてはいけないのか？」第
42回哲学サロン
3月13日 高橋原「震災後の幽霊と宗教者の役割」、東北大学大
学院文学研究科･文学部公開講座第８期、齋理蔵の講座特別講
義、丸森まちづくりセンター２階大集会室
3月16日 谷山洋三「看取りにおける臨床宗教師の役割」青森在
宅緩和ケア懇話会、県民福祉プラザ
3月23日 鈴木岩弓「他者を救う営みとしての宗教」一般公開シ
ンポジウム「あらためて東日本大震災を京都で考える：「越え
る」～自らの内にある『ざわめき』をみつめて」
3月27日 高橋原「宮城県津波被災地における心霊現象と宗教者
の対応」日本心霊科学協会公開講演会、公益財団法人日本心霊
科学協会

《論文・寄稿》
谷山洋三（Mini Report）「宗派にこだわらず、苦悩する相手に
寄り添うこと」『同朋』67巻12号、2015年12月1日
谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア　臨床宗
教師の視点から』中外医学社、2016年2月、全179頁
谷山洋三「継続する絆をつなぐ宗教的資源̶東日本大震災の被災
者支援の現場から̶」東洋英和女学院大学死生学研究所編『死生
学年報　2016』、2016年3月、27-42頁
谷山洋三（寄稿）「絶縁社会第5回　 なぜ人は人と関わるのか　
上中下」『南御堂』2016年1月号～2016年3月号
高橋原「臨床宗教師養成の現状と課題」『みやぎ宗連報』42
号、2016年2月28日、pp. 3-10. 
鈴木岩弓「被災地で聞かれる怪異譚」『αSYNODOS』No.183 
(月2回配信の電子マガジン)、2015年11月1日
鈴木岩弓「特別講義　東北大学における臨床宗教師構想―東日本大
震災から超高齢多死社会へ―」『龍谷大学大学院実践真宗学研究科
紀要』第4号，龍谷大学大学院実践真宗学研究科紀要編集委員会，
2016年2月29日、pp. 41-70. 
鈴木岩弓「被災地で聞かれる怪異譚」『SYNODOS Academic 
Journalism』（『αSYNODOS』No.183の再録）2016年3月10
日
鈴木岩弓「東北・山形における死と鎮魂と再生」（松尾剛次・菊地
和博と鼎談）『生きる道しるべ　老いと死と生』（遊学館ブックス
21）（公財）山形県生涯学習文化財団、2016年3月15日，p.
43-74
鈴木岩弓「『臨床宗教師』の誕生―公共空間における宗教者のあり
方―」磯前順一・川村覚文編『他者論的転回　宗教と公共空間』ナ
カニシヤ書店、 2016年3月15日 pp. 290-318

《新聞報道等》
中外日報（2015年10月9日） 岡山大でシンポ 地域の活動「時
代の要請」 臨床宗教師 地域包括ケアシステム対応を
中外日報（2015年10月14日）通信員だより 高野山で傾聴喫
茶２日間盛況 大震災の慰霊法要も
仏教タイムス（2015年10月15日） 関西臨床宗教師フォーラム 
医療現場の公共性 超宗教・多様性が担保
岐阜新聞（2015年10月19日）臨床宗教師が患者の心のケア 
「みとり住宅」大垣に完成
中日新聞（2015年10月19日） 宗教者が終末期ケア　 全国初　
大垣にホスピス完成
中外日報（2015年10月28日） 臨床宗教師が駐在　 11月オー
プン　大垣市の沼口医院　ホスピス型共同住宅
中外日報（2015年10月28日）種智院大　臨床密教センター開
設記念講座　松本センター長が講演
仏教タイムス（2015年10月29日）臨床宗教師駐在ホスピス開
設　岐阜県大垣市沼口医院
仏教タイムス（2015年10月29日） 取材レポート　 太田宏人　
臨床宗教師の「専門性」とは何か
信濃毎日新聞（2015年11月4日）御嶽山被災者家族ら支援　
宗派超えて 「臨床宗教師」心のケア模索　 
河北新報（2015年11月8日）＜祈りと震災＞寄り添い傾聴　
被災者の心ほぐす
日本経済新聞（2015年12月15日）臨床宗教師、介護の現場へ
河北新報（2015年12月16日）臨床宗教師の可能性は 仙台で
シンポ　現状と将来探る
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徳島新聞（2015年12月11日）看護師と僧侶 二足のわらじ　
南千代さん(56)　宗教生かし患者癒す
【TV】TV TOKYO アンサー「特集　 僧侶が走る！新たな医
療」（2015年12月24日）
Nursing BUSiNESS 10-1(通巻126)「みんなでチャレンジ私
の病棟チーム自慢」上尾中央総合病院大島英子さん
中外日報（2015年12月23日） 東北大学実践宗教学寄附講座　
新たに12人が修了
産経新聞（2015年12月29日）「臨床宗教師」資格制に　 心に
寄り添う宗教者育成　
読売新聞（2015年12月30日）［記者ノート2015］遺族に寄
り添う祈り＝宮城
『仙台経済界』（2016年1-2月号）臨床宗教師とは何か　公開
シンポジウム「いま知りたい臨床宗教師」
【TV】ＮＨＫ・Ｅテレ「東北発未来塾」（2016年1月4日、
11日、18日、25）聴くチカラ 金田諦應さん
中外日報（2016年1月6日） 傾聴喫茶カフェ・デ・モンク　
16日、東京で初開催
中外日報（2016年1月8日） 「日本臨床宗教師会」２月発足
山口新聞（2016年1月10日）宗教者と公共空間　桝野統胤
中外日報（2016年1月20日） 医療福祉から期待高まる 公開シ
ンポ「いま知りたい、臨床宗教師」
中外日報（2016年1月22日）傾聴喫茶カフェ・デ・モンク　
東京で初開催　ちょっと一息
中外日報（2016年1月22日）種智院大が５月から 臨床宗教師
養成講座 真言僧対象
中外日報（2016年1月27日）京都府・龍谷大が連携 臨床宗教
師 自死遺族支援事業で
中外日報（2016年1月27日）「介護の総合施設」近く起工 浄
土真宗単立・西栄寺
仏教タイムス（2016年1月28日） 東京にもカフェ・デ・モン
ク　臨床宗教師７期生　僧侶、神主でオープン
仏教タイムス（2016年1月28日）龍谷大　 14人の臨床宗教師
誕生　修了生以外に３人認定
『Better Care』第70号（2016年1月29日）地域をケアする
僧侶 臨床宗教師・酒井菜法住職
読売新聞東京夕刊（2016年2月1日）死別の悲しみ　 乗りこえ
るには　泣きたい時には泣こう　鍋島直樹（寄稿）
【TV】Ｋビジョン（2016年2月1日～2月7日）「あなたに会
いたい」普賢寺 副住職／臨床宗教師 桝野統胤さん
『読売クオータリー冬号』　 被災地から広がる「臨床宗教師」
の試み
産経新聞（2016年2月3日）悲しみ寄り添い　 臨床宗教師の実
践　養成講座の11人　被災地・医療現場へ
『週刊朝日』（2016年2月19日号）臨床宗教師とともに歩む
最期 終末期の新たな選択
仏教タイムス（2016年2月4日）日本臨床宗教師会が発足　 継
続研修で資格更新制へ
毎日新聞大阪（2016年2月8日）車いすフェンシング：リオ射
程の２９歳　（「臨床宗教師」藤田道宣さん）
中外日報（2016年2月17日）臨床宗教師の僧侶と牧師 4月か
ら病院スタッフに 熊本で事前の公開講座
河北新報（2016年2月23日）臨床宗教師定着目指す　 全国組
織設立へ 信頼向上に共通資格認定　東北大に事務局
読売新聞（2016年2月27日）臨床宗教師が全国組織　 あす設

立　被災者ケア　資格認定も＝宮城
仏教タイムス（2016年3月3日）鶴見大学シンポ　 日本人の命
のあり方　臨床宗教師養成事業の一環
仏教タイムス（2016年3月3日）日本臨床宗教師会が発足　 宗
派超えた新しい宗教改革　 養成大学・地方部会が参画　 自治
体・公立病院も注目
読売新聞東京夕刊（2016年3月7日）「臨床宗教師」の全国組
織　宗派など超え
仏教タイムス（2016年3月10日）〈ひと〉車いすの臨床宗教
師、羽富隆照さん「この身体だからわかること」
【ラジオ】BBC RADIO４（2016年3月11日）"Ghosts of the 
Tsunami"
産経新聞（2016年3月21日） 日本臨床宗教師会設立　 宗派超
え協働　現代の「宗教改革」
中外日報（2016年3月23日）全真言宗青年連盟　 臨床宗教師
を「体験」　養成プログラム開催
【TV】NHK WORLD NEWSLINE（2016年3月23日） 
"Working Across Faiths"
仏教タイムス（2016年3月24日）全青連　臨床宗教師講座を体
験　苦の現場でのケア学ぶ
新宗教新聞（2016年3月25日）記念シンポ・発会式　 「日本
臨床宗教師会」が設立　高まる臨床宗教師への期待
『メディカル朝日』2016年4月号（2016年4月1日）終末期医
療における臨床宗教師の役割　 臨床宗教師はスピリチュアルペ
インを癒やす有効な手段の一つとなりうるか　
中外日報（2016年4月1日）臨床宗教師２期生大けがで返上考
えた　高野山真言宗羽富隆照さん　絶望からの気づき　「立ち
直る途中、見せよう」
六大新報（2016年4月25日）臨床宗教師の理念の学ぶ各派青
年教師94師が参加　全青連災害救援研修会
中外日報（2016年4月27日）熊本地震　 臨床宗教師らがネッ
トワーク
【TV】毎日放送 VOICE（2016年4月27日）「特集 人々に寄り
添う“臨床宗教師”超高齢社会日本・宗教者の新たな試みとは」

臨床宗教師パンフレット

臨床宗教師を紹介するパンフレットが出来上がりました
（A4・三つ折り・両面）。裏面では臨床宗教師研修の内
容を説明しています。必要な方は実践宗教学寄附講座まで
ご連絡ください。
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寄附者
東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座は宗教界など各方面からの寄附金によって維持運営
されています。寄附者の方々をここに記し感謝申し上げます。
日 本 基 督 教 団 
南西ドイツ宣教会
(EMS: Evangelical Mission in Solidarity) 
宮城県宗教法人連絡協議会
全真言宗青年連盟
日本ナザレン教団 
宗教法人みんなの寺
融通念佛宗音羽山観音寺
浄土真宗本願寺派真覚寺
真宗大谷派常念寺
天台真盛宗新光寺
天台真盛宗西念寺
融通念佛宗西方寺 
曹洞宗島田地蔵寺
真言宗智山派大聖寺

日本宗教連盟
真宗教団連合 
日蓮宗実相寺
日蓮宗妙興寺
秩父神社
竹駒神社
神習教
念法眞教
日蓮宗立像寺
曹洞宗崇禅寺
聖観音宗浅草寺
日蓮宗法音寺
曹洞宗洞林寺
その他個人の方々

実践宗教学寄附講座
　鈴木岩弓　実践宗教学寄附講座教授（兼任）
　谷山洋三　実践宗教学寄附講座准教授
　高橋　原　実践宗教学寄附講座准教授

　980-8576
　宮城県仙台市青葉区川内27-1
　東北大学文学研究科内
　実践宗教学寄附講座
　022-795-3831(T/F)
   j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
   http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/

編集後記
　 臨床宗教師の全国組織・日本臨床宗教師会が発足しまし
た。これによって、被災地や医療・福祉の現場で人々に寄
り添う支援者の輪に宗教者が加わり、こころのケアの一端
を担っていくための仕組みの整備が一歩進みました。臨床
宗教師研修修了者は今後、日本臨床宗教師会会員として公
共空間に出ていくことになります。会員登録の受付が開始
されていますので手続きをお進めください。日本臨床宗教
師会のWEBサイトも開設されています。
　http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/sicj/

　 今号は東日本大震災五周年というテーマの小特集を設け
ましたが、折から、思いもかけない大地震が九州を襲いま
した。被災された方々にお見舞い申し上げます。九州臨床
宗教師会の方々がモノの支援、心の支援に動き出していま
す。支援金・義援金は右記の災害対策本部の口座へよろし
くお願い申し上げます。

東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター第９号
編集・発行 東北大学大学院文学研究科実践宗教学寄附講座
2016年5月15日（第1刷）
（このニュースレターのカラー版は右記サイトから閲覧できます）

公益財団法人世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会 
立正佼成会一食平和基金 
真如苑
公益財団法人 新日本宗教団体連合会
一般財団法人　ありがとうインターナショナル
日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 
財団法人東北ディアコニア
特定非営利活動法人神道国際学会
特定非営利活動法人世界開発協力機構
当講座は、全日本仏教会の「推薦団体」、日本宗教連盟の
「後援団体」として認定を受けています。
ご寄附のお申し込みにつきましては下記までお問い合わせ
ください。なお、寄附金には法人税法・所得税法による税
制上の優遇措置があります。
　東北大学文学研究科内実践宗教学寄附講座
　　TEL: 022-795-3831(FAX兼)
　　E-mail: j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
　　

各地臨床宗教師会連絡先
北海道東北　ht.rinshushikai@gmail.com（事務局）
　　　関東　kanto.rinsyo.syukyoshi@gmail.com（事務局）
　　　中部　tanaka.amitabha@gmail.com（田中至道）
　　　関西　shimidzu_masahiko@yahoo.co.jp（清水正彦）
　中国地方　bluefrog@gmail.com（桝野統胤）
　　　九州　k.rinsyu@gmail.com （事務局）
日本臨床宗教師会事務局　sicj@g-mail.tohoku-university.jp
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九州臨床宗教師会災害対策本部
　ゆうちょ銀行振替口座　１７４３０-８２９０７２６１
（他金融機関から　店名 七四八 店番748  普通 8290726）


